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【過去問 1】 

次の実験について，問いに答えなさい。 

（北海道 2011年度） 

水溶液の性質を調べるため，次の実験を行った。 

実験１ 図１のように，２つのビーカーＡ，Ｂを用意し，それぞれに蒸留水（精製水）40㎤を入れ，Ａに

は少量の水酸化バリウムを，Ｂには少量の砂糖を加え，それぞれすべてとかして水溶液をつくった。 

[1] 図２の装置を用いて，Ａの水溶液に電極の先を入れ，電流が流れるかどうか調べたところ，電流

計の針が振れた。このことから，水酸化バリウムは，水にとかしたとき，その水溶液に電流が流れ

る物質であることがわかった。 

[2] 次に，[1]で用いた図２の装置の電極の先を        後，Ｂの水溶液について，[1]と同じ

ように調べたところ，電流計の針は振れなかった。 

実験２ 実験１でつくったビーカーＡの水溶液に，ＢＴＢ溶液を３滴加えたところ，水溶液は青色になっ

た。次に，この水溶液に，うすい硫酸をこまごめピペットを使い少量ずつガラス棒でかき混ぜなが

ら加えていったところ，加えた量の合計が 20㎤になったとき，水溶液は緑色になった。この水溶液

に，うすい硫酸をさらに加えたところ，水溶液は黄色になった。なお，この実験では，白色の沈殿

ができた。 

図１ 

 

図２ 
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問１ 実験１で，ビーカーＢの水溶液を調べる前にしなければならないことについて，何を用いて，どのよう

なことをするか，文中の        に当てはまるように書きなさい。 

問２ 実験１について，次の⑴，⑵に答えなさい。 

⑴ 次の文の  ⒜  ， ⒝  に当てはまる語句を書きなさい。また， ⒞  に当てはまるものを，ア～

ウから選びなさい。 

 [1]から，水酸化バリウムは水にとけて  ⒜  し，陽イオンと陰イオンとに分かれていることがわか

る。また，[2]から，砂糖水には電流が流れないことがわかる。砂糖のように，水にとかしても，その水溶

液に電流が流れない物質を  ⒝  という。 ⒝  には砂糖のほかに  ⒞  などがある。 

ア エタノール イ 塩化水素 ウ 水酸化ナトリウム 

⑵ ビーカーＡの水溶液中にある陽イオンは，バリウムイオンＢａ２＋である。このイオンの説明として正し

いものを，ア～エから選びなさい。 

ア バリウム原子が電子を２個受け取り，＋の電気を帯びたものである。 

イ バリウム原子が電子を２個失い，＋の電気を帯びたものである。 

ウ バリウム原子が陽子を２個受け取り，＋の電気を帯びたものである。 

エ バリウム原子が陽子を２個失い，＋の電気を帯びたものである。 

問３ 実験２について，次の文の｛  ｝⑴，⑵に当てはまるものを，ア，イからそれぞれ選びなさい。ま

た， ⑶  に当てはまる物質名を書きなさい。 

 この実験で，中和が起こり始めたのは，ビーカーＡの水溶液にうすい硫酸を⑴｛ア 最初に加えた  

イ 加えた量の合計が 20㎤になった｝ときである。また，下線部のようになったのは，水に⑵｛ア とけ

やすい  イ とけにくい｝塩である  ⑶  ができたからである。 

 

問１  

問２ 
⑴ 

⒜   

⒝   

⒞   

⑵  

問３ 

⑴   

⑵   

⑶   
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問１ 蒸留水を用いてよく洗った 

問２ 
⑴ 

⒜ 電離 

⒝ 非電解質 

⒞ ア 

⑵ イ 

問３ 

⑴ ア 

⑵ イ 

⑶ 硫酸バリウム 

 

問２ ⑵ Ｂａ原子は本来＋の電気も－の電気も帯びていないが，電子を２つ失うとＢａ２+となる。この２＋は，電子を

２つ失ったため，＋の電気を帯びているという意味である。 

問３ 酸とアルカリを混合すると，中和が起こる。水酸化バリウム水溶液と硫酸を混合すると，水にとけにくい硫

酸バリウムという塩ができる。 
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【過去問 2】 

次の問１～問６に答えなさい。 

（青森県 2011年度） 

問１ 図のように，容器の中のブザーを鳴らした状態で，容器の中の空

気を少しずつ抜
ぬ

くと，聞こえるブザーの音の大きさはどのようにな

るか，書きなさい。 

問２ 図のように，光ファイバーの端から入射した光が，もう一方の端

から出てきた。このとき，光は，光ファイバーの中をどのように

進んだか。次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

１ 全反射をくり返して進んだ。  

２ 全反射と屈折をしながら進んだ。 

３ 屈折をくり返して進んだ。  

４ 全反射も屈折もせずに進んだ。 

 

 

問３ 地球の磁界について述べた次の文の  ①  ， ②  に入る語の組み合わせとして適切なものはどれ

か。次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

現在地球上では，地球の北極付近が  ①  になっているため，方位磁針の  ②  が北を指す。 

１ ①Ｎ極 ②Ｎ極 ２ ①Ｎ極 ②Ｓ極 ３ ①Ｓ極 ②Ｎ極 ４ ①Ｓ極 ②Ｓ極 

問４ 図は，５Ωと 10Ωの抵抗を直列に接続した回路を表したもので

あり，５Ωの抵抗を流れる電流の大きさは 0.6Ａであった。このと

き，電源の電圧の大きさは何Ｖか，求めなさい。 

 

問５ 図のような装置を用いて，うすい塩酸（塩化水素の水溶液）を電気分解した。次のア，イに答えなさ

い。 

ア 次の式は，塩化水素の電離を表したものである。 

 ①  ， ②  に入るイオンの記号（イオン式）を書

きなさい。 

ＨＣｌ →  ①  ＋  ②  

イ 気体Ａ，Ｂと電極Ｘ，Ｙについて述ベた文として，適切

なものはどれか。次の１～４の中から一つ選び，その番号

を書きなさい。 
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１ 気体Ａは塩素，気体Ｂは水素であり，電極Ｘは＋極，電極Ｙは－極である。 

２ 気体Ａは塩素，気体Ｂは水素であり，電極Ｘは－極，電極Ｙは＋極である。 

３ 気体Ａは水素，気体Ｂは塩素であり，電極Ｘは＋極，電極Ｙは－極である。 

４ 気体Ａは水素，気体Ｂは塩素であり，電極Ｘは－極，電極Ｙは＋極である。 

問６ 図のような装置を用いて，粉末Ａ，Ｂそれぞれを加熱し，完全に反応させた。グラフは，加熱前の粉末

の質量と，加熱後のステンレス皿に残った物質の質量との関係をそれぞれ示したものである。次のア，イ

に答えなさい。 

   

ア 粉末Ａを加熱したときにおきた化学変化は何か。次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさ

い。 

１ 分解 ２ 分裂 ３ 酸化 ４ 還元 

イ 粉末Ｂを加熱し完全に反応させたところ，ステンレス皿に残った物質の質量は 0.76ｇであった。加熱前

の粉末Ｂの質量は何ｇか，求めなさい。 

 

問１   

問２   

問３   

問４   Ｖ 

問５ 
ア 

①   

②   

イ   

問６ 
ア   

イ   ｇ 
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問１ しだいに小さくなる。 

問２ １ 

問３ ３ 

問４ ９Ｖ 

問５ 
ア 

① Ｈ＋ 

② Ｃｌ－ 

イ ４ 

問６ 
ア ３ 

イ 0.95ｇ 

 

問１ 空気が音を伝えているので，空気を抜いてしまうと，音が聞こえなくなる。 

問４ 抵抗が直列につながれているため，回路の全抵抗は，10＋５＝15[Ω]である。直列回路では，回路に流れる

電流の大きさが一定であるため，15[Ω]×0.6[Ａ]＝９[Ｖ] 

問５ ア 塩化水素→水素イオン(陽イオン)＋塩化物イオン(陰イオン) 

問６ ア 加熱前の質量よりも，加熱後の質量が増加している。これは，粉末が空気中の酸素と化合したと考えら

れる。化合の中でも特に酸素と化合する場合を，酸化という。 

 イ 0.2ｇのＢを完全に反応させると 0.16ｇになることから，加熱後に 0.76ｇを得るために必要な粉末の質量

を x[ｇ]とすると，0.2：0.16＝x：0.76 x＝0.95[ｇ] 
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【過去問 3】 

次の問１～問８に答えなさい。 

（岩手県 2011年度） 

問１ 岩石が，気温の変化や風雨などのはたらきによって，もろくなる現象を何といいますか。次のア～エ

のうちから，最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア 噴火 イ 風化 ウ 隆
りゅう

起
き

 エ 侵
しん

食
しょく

 

問２ 次の図は，太陽のまわりを公転している地球のようすを模式的に表したものです。図のア～エのうち，

日本で春分となる地球の位置はどれですか。最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

 

問３ 右の図は，うすい塩酸を電気分解しているようすを表し

たものです。次のア～エのうち，電極から発生する気体の性

質として正しいものはどれですか。一つ選び，その記号を書

きなさい。 

ア 電極Ａから発生する気体は，黄緑色である。 

イ 電極Ａから発生する気体は，空気よりも重い。 

ウ 電極Ｂから発生する気体は，刺
し

激
げき

臭
しゅう

がある。 

エ 電極Ｂから発生する気体は，水に溶けにくい。 

 

問４ 次のア～エのうち，ナトリウムイオンの説明として正しいものはどれですか。一つ選び，その記号を書

きなさい。 

ア ナトリウム原子が，電子を失ってできる陽イオンである。 

イ ナトリウム原子が，電子を失ってできる陰イオンである。 

ウ ナトリウム原子が，電子を受けとってできる陽イオンである。 

エ ナトリウム原子が，電子を受けとってできる陰イオンである。 
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問５ 右の図は，海中に生息する「サバ」，「サメ」，「イワシ」，「カ

ツオ」，「小さな動植物」の食
しょく

物
もつ

連
れん

鎖
さ

を模式的に表したもので

す。図のＡ～Ｄには，サバ以外のいずれかの生物があてはま

り，矢印は，食べられるものから食べるものに向かってつけて

あります。次のア～エのうち，Ｃにあてはまる生物はどれです

か。一つ選び，その記号を書きなさい。 
 

ア サメ イ イワシ ウ カツオ エ 小さな動植物 

問６ 遺
い

伝
でん

子
し

の組み合わせがＡＡのまるい種子のエンドウの花粉を使って，ａａのしわのある種子のエンドウ

の花を受
じゅ

粉
ふん

させると，子はすべてまるい種子になりました。この子どうしを交
こう

配
はい

して孫の種子をつくる

と，まるい種子の数としわのある種子の数との比はどのようになりますか。次のア～エのうちから，最も

適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。 

ア すべてまる 

イ まる：しわ＝１：１ 

ウ まる：しわ＝１：３ 

エ まる：しわ＝３：１ 

問７ 右の図は，凸レンズを通してメスシリンダーを拡大して見た

ようすです。このとき，メスシリンダーは焦点の外側と内側の

どちらにありますか。また，見える像の種類は何ですか。次の

ア～エのうちから，正しい組み合わせを一つ選び，その記号を

書きなさい。 

 

 メスシリンダーの位置 見える像の種類  

ア 焦点の外側 実像 

イ 焦点の外側 虚
きょ

像
ぞう

 

ウ 焦点の内側 実像 

エ 焦点の内側 虚像 

 

問８ 次の図は，１秒間に 50回打点する記録タイマーで力学台車の運動を調べたときの記録テープです。この

記録テープを 0.1秒間ごとに切るとき，ａで切ったあと次はどこを切ればよいですか。図のア～エのうち

から一つ選び，その記号を書きなさい。 
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問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６  

問７  

問８  

 

問１ イ 

問２ ア 

問３ ウ 

問４ ア 

問５ ウ 

問６ エ 

問７ エ 

問８ イ 

 

問１ 土地が上昇することを隆起，土地が下降することを沈降という。 

問２ 太陽の南中高度が最も高いイは夏至，最も低いエは冬至となり，その中間のアは春分，ウは秋分。 

問３ うすい塩酸を電気分解すると，陽極からは塩素，陰極からは水素が発生する。 

問４ ナトリウム原子(Ｎａ)は，電極で電子を放出して陽イオン(Ｎａ＋)になる。 

問５ Ａは小さな動植物，Ｂはイワシ，Ｃはカツオ，Ｄはサメを表している。 

問６ 子はＡａとなるので，孫にはＡＡ，Ａａ，Ａａ，ａａという組み合わせの遺伝子が伝わる。 

問７ 実物より大きな正立の像は虚像で，焦点の内側にある物体を見たときにできる。 

問８ １秒間に 50回打点するのだから，0.1秒間では５打点する。 
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【過去問 4】 

亜鉛板と銅板をうすい塩酸に入れたときの変化を調べた実験Ⅰと，塩化銅水溶液を電気分解したときの変化

を調べた実験Ⅱ，実験Ⅲについて，あとの問１～問５に答えなさい。 

（宮城県 2011年度） 

〔実験Ⅰ〕図１のように，亜鉛板と銅板が触れないように，角材をはさみ輪ゴムで止めた。この２枚の

金属板を，図２のように，台付きモーターとつないで，うすい塩酸に入れると，ａモーターが回

り出し，銅板から気体が発生した。 

〔実験Ⅱ〕約 10％の塩化銅水溶液を，試薬びんからビーカーに 100㎤はかりとり，図３のように，発泡

ポリスチレンの板を使って立てた炭素棒をビーカーの水溶液に入れ，電源装置と豆電球をつな

いだ。電源装置の電源を入れると，豆電球が点灯し，陽極の炭素棒付近から，プールの消毒剤

のような臭いのする気体が発生した。また，８分間電流を流したあと，電源を切り，炭素棒を

取り出すと，陰極の炭素棒の表面には，ｂ赤色の固体が付着していた。 

図１ 図２ 図３ 

 

〔実験Ⅲ〕実験Ⅱで用いた，試薬びんの約 10％の塩化銅水溶液を，蒸発

皿に 10㎤はかりとり，図４のように，加熱して充分に乾燥させ

た。また，実験Ⅱで８分間電流を流したあとのビーカーの塩化銅

水溶液を，別の蒸発皿に 10㎤はかりとり，同じように乾燥させ

た。それぞれの蒸発皿に残った塩化銅の質量をはかり，表１にま

とめた。 

図４ 

 

表１ 蒸発皿の塩化銅水溶液 試薬びん 
電流を流した 

あとのビーカー 
 

 残った塩化銅の質量 1.02ｇ 0.85ｇ 

    

問１ 実験Ⅰで，下線部ａのとき，銅板の表面から発生した気体を，化学式で書きなさい。 

問２ 実験Ⅰで，亜鉛板と銅板から，台付きモーターをはずすと，銅板の表面では，気体の発生が止まり，亜

鉛板の表面では，気体が激しく発生しました。このとき，亜鉛板の表面では，どのような化学変化がおき

たのか，述べなさい。 

問３ 実験Ⅱで，下線部ｂの赤色の固体が，金属の銅であることを確かめる方法を述べたものとして，最も適

切なものを，次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア 電極を，赤色の固体が付着したまま，水酸化ナトリウム水溶液に入れ，気体の発生を観察する。 

イ 電極を，赤色の固体が付着したまま，熱湯に入れ，固体が溶けることを観察する。 

ウ 電極から，赤色の固体をろ紙にとり，食塩水にひたし，すぐにさびることを観察する。 

エ 電極から，赤色の固体をろ紙にとり，薬品さじで軽くこすり，特有の光沢を観察する。 
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問４ 次の文は，塩化銅水溶液に電流を流したときの変化を考察したものです。文の内容が正しくなるよう

に，（ ① ）に物質名を，（ ② ）に適切な語句を入れなさい。 

塩化銅は水に溶けて２種類のイオンに電離しているので，陽極では，引きよせられたイオンが気体の

（ ① ）となり発生し，陰極では，銅イオンが（ ② ）を受けとり，金属の銅になり炭素棒の表面に

付着したと考えることができる。 

問５ 実験Ⅱで付着した銅は，陰極の質量変化から，0.80ｇであることがわかりました。ビーカーの塩化銅水

溶液 100㎤を，すべて電気分解させたとすると，何ｇの銅が得られることになるか，表１をもとに求めな

さい。ただし，電流を流したときの，塩化銅水溶液の体積の変化は考えないものとします。 
 

問１   

問２  

問３   

問４ 
⑴  

⑵  

問５   ｇ 

 

問１ Ｈ２ 

問２ 
例 

亜鉛が塩酸に溶け出し，水素が発生した。 

問３ エ 

問４ 
⑴ 塩素 

⑵ 電子 

問５ 4.8ｇ 

 

問１ 化学電池では，銅板の表面から水素が発生する。 

問２ 化学電池になっている間は，亜鉛が溶けて亜鉛イオンになったときに生じる電子が銅板まで移動し，銅板か

ら塩酸中の水素イオンが電子を受け取ることで，水素が発生する。また，台つきモーターを外した場合は，塩酸

中に亜鉛(金属)が入っていることになり，水素が多く発生する。Ｚｎ＋２ＨＣｌ→ＺｎＣｌ２＋Ｈ２ 

問４ 塩化物イオン２個が余分にもっている電子合計２個を，銅イオンが受け取ることで，銅ができる。 

問５ 実験Ⅲより，ビーカーの塩化銅水溶液 100㎤中にふくまれる塩化銅の質量は 10.2ｇ。また，実験Ⅱのあとの

塩化銅水溶液 10㎤中にふくまれていた未反応の塩化銅が 0.85ｇなので，これを実際に使用した 100㎤の体積に

直すと，実験後の塩化銅水溶液 100㎤中にふくまれていた塩化銅は 8.5ｇ。また，銅として析出したものは 0.80

ｇであるために，生じた塩素の質量は，10.2－8.5－0.80＝0.90[ｇ] このことから，この実験で用いた塩化銅

水溶液 100㎤を完全に分解したときに得られる銅の質量は，10.2×
0.80

 0.80＋0.90 
 ＝4.8[ｇ] 
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【過去問 5】 

水溶液について，次の問１，問２に答えなさい。 

（秋田県 2011年度） 

問１ 試験管にうすい硝酸を３㎤とり，ＢＴＢ溶液を加えると黄色になった。これにうすい水酸化カリウム水

溶液を少しずつ加えると水溶液が緑色になり，さらに加えると青色になった。 

① この実験では
えん

塩と物質Ｘができる。物質Ｘは何か，化学式で書きなさい。 

② 緑色になった水溶液をスライドガラスに１滴とり，ゆっくり乾燥させてから顕微鏡で観察したところ，

結晶が見えた。その形は次のどれか，１つ選んで記号を書きなさい。 

 

③ この実験で，加えた水酸化カリウム水溶液の体積と，できた塩の質量の関係を表すグラフの形は次のど

れか，最も適切なものを１つ選んで記号を書きなさい。ただし，点線は水溶液が緑色になったときの体積

を示す目盛りである。 

 

問２ 表は，食塩と硝酸カリウムの溶解度を示した

ものである。 

① 40℃の水 100ｇに，硝酸カリウムをとかして

飽和水溶液をつくった。この飽和水溶液の質量

は何ｇか，求めなさい。 

表 

水  の  温  度[℃] 0 20 40 60 

食    塩[ｇ] 35.7 35.8 36.3 37.1 

硝酸カリウム[ｇ] 13.3 31.6 64.0 109.2 

（「理科年表 平成22年」から作成） 

② 水の温度の変化によって物質のとけ方がどうなるか調べる実験を行った。 

【実験Ⅰ】試験管Ａに食塩 2.0ｇ，試験管Ｂに硝酸カリウム 2.0ｇをとり，

それぞれに 20℃の水 5.0ｇを入れてよくふり混ぜた。 

【実験Ⅱ】実験Ⅰの後，試験管Ａ，Ｂを図のようにして熱し，水の温度を 40℃

まで上げて，よくふり混ぜた。 

実験Ⅰと実験Ⅱで，試験管内の物質が完全にとける場合には○を，とけきらな

いで残る場合には×を，解答欄に書き入れなさい。 

③ 硝酸カリウムと食塩をそれぞれ同量の水にとかして，60℃の飽和水溶液をつく

り，その後，０℃まで下げた。このとき出てきた結晶の質量は，食塩の方が少な

かった。その理由を「食塩の溶解度は」に続けて書きなさい。 

図 
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問１ 

①   

②   

③   

問２ 

①   ｇ 

② 

 

  試験管Ａ 試験管Ｂ  

 実験Ⅰ    

 実験Ⅱ    
 

③ 

食塩の溶解度は  

 

問１ 

① Ｈ２Ｏ 

② ウ 

③ オ 

問２ 

① 164.0 ｇ 

② 

 

  試験管Ａ 試験管Ｂ  

 実験Ⅰ × ×  

 実験Ⅱ × ○  
 

③ 

例 

食塩の溶解度は 硝酸カリウムに比べて，水の温度による変化

が小さいから 

 

問１ ① 中和によって塩と水ができる。 

② 硝酸と水酸化カリウム水溶液が中和してできる塩は硝酸カリウムで，結晶は針状の形をしている。 

③ 水酸化カリウム水溶液を加える量を増やしていくと塩の質量も増えていくが，水溶液が緑色になったとき

に硝酸がすべて中和するので，それ以上水酸化カリウム水溶液を加えても，できる塩はそれ以上増えない。 

問２ ① 溶解度とは，水 100gに飽和するまでとかしたときの，とけた溶質の質量のことである。40℃の水 100gに

硝酸カリウムを 64.0ｇとかすと飽和するので，飽和水溶液の質量は 164.0ｇ 

② 20℃の水 100ｇにとける限度の食塩は 35.8ｇ，硝酸カリウムは 31.6ｇ。水が 100ｇの 0.05倍の 5.0ｇのと

きは，とける溶質の量も 0.05 倍なので，食塩は 35.8×0.05＝1.79[ｇ]，硝酸カリウムは 31.6×0.05＝

1.58[ｇ]。したがって，実験Ⅰでは 2.0ｇの食塩も硝酸カリウムもとけ残る。40℃では，食塩は 36.3×0.05

＝約 1.82[ｇ]，硝酸カリウムは 64.0×0.05＝3.2[ｇ]までとけるので，2.0ｇの食塩はとけ残るが，硝酸カ

リウムはすべてとける。 
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【過去問 6】 

塩酸の性質を調べるために，テーマ１～３について，それぞれ実験を行った。あとの問いに答えなさい。 

（山形県 2011年度） 

テーマ１ 塩酸を使って，気体を発生させる反応を調べる。 

 うすい塩酸を使って，気体を発生させる反応を調べるために，次の①，②の手順で実験１を行った。 

【実験１】 

① 試験管Ａには石灰石を，試験管Ｂにはマグネシウムリボンを，それぞれ入れた。 

② 試験管Ａ，Ｂそれぞれに，うすい塩酸を５㎤加えた。 

問１ 試験管Ａ，Ｂで気体が発生する様子が観察された。次の問いに答えなさい。 

⑴ 試験管Ａで発生した気体は下方置換法で集めることができるが，それはなぜか。その理由を，発生した

気体の性質に着目して，書きなさい。 

⑵ 試験管Ａで発生した気体と同じ物質の気体が発生する反応を，次のア～エから一つ選び，記号で答えな

さい。 

ア 炭酸水素ナトリウムを加熱する。 イ マグネシウムを燃焼させる。 

ウ 二酸化マンガンにうすい過酸化水素水を加える。 エ 酸化銀を加熱する。 

⑶ マグネシウム以外にも，うすい塩酸と反応して，試験管Ｂで発生した気体と同じ物質の気体が発生する

ものがある。このようなもののうち，マグネシウム以外の物質を一つ，物質名で書きなさい。 

テーマ２ 塩酸と水酸化ナトリウム水溶液を混ぜたときの反応を調べる。 

 うすい塩酸とうすい水酸化ナトリウム水溶液を混ぜたときの反応を調べるために，次の①～⑤の手順で実

験２を行った。表はその結果をまとめたものである。 

【実験２】 

① ５本の試験管Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇそれぞれに，同じ濃さのうすい塩酸を５㎤ずつ入れた。 

② 試験管Ｃに，ある濃さのうすい水酸化ナトリウム水溶液を１㎤加え，よく振った。 

③ ②と同じ濃さのうすい水酸化ナトリウム水溶液を，試験管Ｄに２㎤，試験管Ｅに３㎤，試験管Ｆに４㎤，

試験管Ｇに５㎤加え，よく振った。 

④ 試験管Ｃ～Ｇの液それぞれを，別々のス

ライドガラスの上に１滴とり，かわいたあ

と，スライドガラスの上に残ったものを観

察した。 

⑤ 試験管Ｃ～Ｇそれぞれに，緑色のＢＴＢ

溶液を１滴加え，よく振り，試験管の液の

色を観察した。 

表    

試験管 

加えたうすい水酸化

ナトリウム水溶液の

体積(㎤) 

④の結果 ⑤の結果 

Ｃ １ 白い固体である。 黄色 

Ｄ ２ 白い固体である。 黄色 

Ｅ ３ 白い固体である。 黄色 

Ｆ ４ 白い固体である。 青色 

Ｇ ５ 白い固体である。 青色 

問２ 酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液を混ぜ合わせると，おたがいの性質を打ち消し合う反応が起こる。

この反応を何というか，書きなさい。 
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問３ 結果から，うすい塩酸５㎤に加えて中性にするのに必要なうすい水酸化ナトリウム水溶液の体積は，何

㎤から何㎤の間であると考えられるか。次のア～エから一つ選び，記号で答えなさい。 

ア １㎤から２㎤ イ ２㎤から３㎤ ウ ３㎤から４㎤ エ ４㎤から５㎤ 

問４ ④で試験管Ｄの液から得られた白い固体について述べた文として最も適切なものを，次のア～エから一

つ選び，記号で答えなさい。 

ア 得られた白い固体は，純粋な物質であり，単体である。 

イ 得られた白い固体は，純粋な物質であり，化合物である。 

ウ 得られた白い固体は，混合物であり，二種類の単体が混ざっている。 

エ 得られた白い固体は，混合物であり，二種類の化合物が混ざっている。 

テーマ３ 塩酸を電気分解したときの反応を調べる。 

 うすい塩酸を電気分解したときの反応を調べるために，次の①，②の手順で実験３を行った。 

【実験３】 

① 炭素棒を電極として用い，図のような電気分解装置を組み，

うすい塩酸を電気分解した。 

② それぞれの電極で起こる変化の様子を観察した。 

問５ 次は，うすい塩酸に電流が流れる理由を説明したものであ

る。 ａ  ～  ｄ  にあてはまる語を，それぞれ書きなさ

い。 

物質が水にとけて  ａ  イオンと  ｂ  イオン

に分かれることを  ｃ  といい， ｃ  する物質を  

 ｄ  という。塩化水素は水にとけて，＋
ﾌﾟﾗｽ

の電気を帯

びた  ａ  イオンである水素イオンと，－
ﾏｲﾅｽ

の電気を帯

びた  ｂ  イオンである塩化物イオンに分かれる。そ

のため，うすい塩酸に電流が流れる。 

図 

 

問６ ②で，それぞれの電極から気体が発生する様子が観察された。集まった気体を調べたところ，塩素と水

素であることがわかった。次の問いに答えなさい。 

⑴ この実験で発生する塩素と水素の量（体積）は同じであると考えられるが，集まった気体の体積を比べ

たところ，塩素の体積は水素の体積より少なかった。集まった塩素の体積が少ないのは，塩素にどのよう

な性質があるからか，書きなさい。 

⑵ 塩酸を電気分解したときの変化を，化学反応式で書きなさい。 
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問１ 

⑴  

⑵   

⑶   

問２   

問３   

問４   

問５ 

ａ  

ｂ  

ｃ  

ｄ  

問６ 
⑴  

⑵   

 

問１ 

⑴ 
例 空気より密度が大きいから。 

※｢空気より重いから。｣でもよい 

⑵ ア 

⑶ 例 亜鉛  ※｢鉄｣などでもよい 

問２ 中和 

問３ ウ 

問４ イ 

問５ 

ａ 陽 

ｂ 陰 

ｃ 電離 

ｄ 電解質 

問６ 
⑴ 例 水にとけやすい性質。 

⑵ ２ＨＣｌ → Ｈ２ ＋ Ｃｌ２ 

 

問１ ⑴ 試験管Ａは二酸化炭素が生じる。下方置換法は，空気より重く，水にとけやすい気体を集めるときに用い

られる。 

 ⑵ アは二酸化炭素，ウ，エは酸素が発生する。イは気体は発生しない。 

 ⑶ 試験管Ｂでは水素が発生している。金属を塩酸に加えると，水素が発生する。 

問２ 酸の水素イオンとアルカリの水酸化物イオンが結合することで，水を生じる反応。 

問３ うすい水酸化ナトリウム水溶液を３～４㎤加える間に，混合液は酸性から中性になり，さらにアルカリ性に

なった。 

問４ 試験管Ｄは酸性であることから，まだ中和されていない塩酸と，中和によって生じた塩化ナトリウムがとけ

こんでいる。 

問５ ＨＣｌ→Ｈ＋＋Ｃｌ-  電解質水溶液は，水にとけるとイオンを生じるため，これによって水溶液に電流が

通るようになる。 

問６ ⑵ 塩化水素→水素＋塩素 
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【過去問 7】 

５種類の水溶液Ａ～Ｅを準備して次の実験を行った。水溶液Ａ～Ｅは，食塩水，砂糖水，うすい塩酸，うす

いアンモニア水，うすい炭酸ナトリウム水溶液のいずれかである。問１～問３に答えなさい。 

（福島県 2011年度） 

実 験 

Ⅰ ５種類の水溶液Ａ～Ｅを，それぞれ別の蒸発皿にとり，それぞれの蒸発皿を加熱したときのようす

を調べた。 

Ⅱ ５種類の水溶液Ａ～Ｅを，１種類ずつ別の試験管にとり，それぞれの試験管にマグネシウムリボン

を入れたときの変化のようすを調べた。 

結 果 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ  

 加熱したときのようす 何も残らなかった 白い物質が残った 白い物質が残った 何も残らなかった こげた  

 マグネシウムリボンを入れた

ときの変化のようす 
気体が発生した 

変化がみられなか

った 

変化がみられなか

った 

変化がみられなか

った 

変化がみられなか

った 

 

        

問１ 水溶液Ａ～Ｅの中で，有機物がとけている水溶液はどれか。Ａ～Ｅの中から選びなさい。 

問２ 次の文は，実験のⅡで，水溶液Ａにマグネシウムリボンを入れたときに起こることについて説明したも

のである。次の文の中の①，②にあてはまるものは何か。①には数字を，②にはイオン式を書きなさい。 

水溶液Ａにマグネシウムリボンを入れると気体が発生する。このとき，マグネシウムリボンの表面

では，マグネシウム原子が電子を（ ① ）個失って（ ② ）となり，水溶液Ａの中にとけ出してい

く。 

問３ 実験のⅠ，Ⅱで，水溶液ＢとＣはともに同じ結果であった。この２つの水溶液について，次の①，②の

問いに答えなさい。 

① この２つの水溶液はどのような方法で区別できるか。次のア～エの中から適当なものを１つ選びなさ

い。また，その方法によって２つの水溶液が区別できるのは，どちらか一方にだけ色の変化が観察される

ためである。この変化のようすを書きなさい。 

ア それぞれを別のガラス棒を用いて，塩化コバルト紙につける。 

イ それぞれを別のガラス棒を用いて，青色のリトマス紙につける。 

ウ それぞれを別の試験管にとり，二酸化炭素をふきこむ。 

エ それぞれを別の試験管にとり，フェノールフタレインを加える。 

② ①で色の変化がみられる水溶液は，食塩水，砂糖水，うすい塩酸，うすいアンモニア水，うすい炭酸ナ

トリウム水溶液の中のどれか。書きなさい。 
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問１   

問２ 
①   

②   

問３ 
① 

符 号  

変化のようす  

②   

 

問１ Ｅ 

問２ 
① ２ 

② Ｍｇ２＋ 

問３ 
① 

符号 エ 

変化のようす 水溶液の色が無色から赤色に変化する。 

② うすい炭酸ナトリウム水溶液 

 

問１ 有機物は炭素を含んでいるので，加熱するとこげて黒くなる。 

問３ ①，② Ａはマグネシウムリボンを入れたときに気体が発生したのでうすい塩酸，Ｄは加熱した後に何も残ら

ないので気体がとけているうすいアンモニア水，Ｅは有機物の水溶液なので砂糖水と考えられるから，残りは食

塩水とうすい炭酸ナトリウム水溶液である。食塩水は中性，うすい炭酸ナトリウム水溶液はアルカリ性。アルカ

リ性の水溶液にフェノールフタレインを加えると無色から赤色に変化する。 
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【過去問 8】 

図のように，うすい塩酸に
あ

亜
えん

鉛板と銅板を入れ，電子オルゴールにつなぐ実験を行ったところ，電子オルゴ

ールが鳴った。次の問１～問５に答えなさい。 

（茨城県 2011年度） 

図 

 

問１ 次の文の  あ  ， い  にあてはまる物質名を書きなさい。また， う  にあてはまる記号を図中

のア，イから一つ選んで書きなさい。 

この実験では， あ  板が＋極， い  板が－極となる。このとき流れる電流の向きは  う である。 

問２ この実験では，うすい塩酸に銅と亜鉛などの種類のちがう金属を入れて回路をつくることで，電気エネ

ルギーをとり出すことができる。このように，化学変化によって電気エネルギーをとり出すしくみを何と

いうか，書きなさい。 

問３ この実験によって生じたイオンは何か，イオン式で書きなさい。 

問４ 塩酸中の塩化水素が
でん

電
り

離しているようすを，イオン式を使って表しなさい。 

問５ この実験でうすい塩酸を次のア～エの液体に変えたときに，電子オルゴールが鳴ると考えられるのはど

れか，すべて
．．．

選んでその記号を書きなさい。 

ア 純粋な水 イ 食塩水 ウ 砂糖水 エ うすい水酸化ナトリウム水溶液 

 

問１ 

あ   

い   

う   

問２  

問３   

問４  

問５   
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問１ 

あ 銅 

い 亜鉛 

う ア 

問２ 化学電池 ※電池でも可 

問３ Ｚｎ２＋ 

問４ ＨＣｌ → Ｈ＋ ＋ Ｃｌ－ 

問５ イ，エ 

 

問１ うすい塩酸に銅と亜鉛を入れると，銅が＋極，亜鉛が－極になる。電流は＋極から－極へ流れる。 

問２ 電解質水溶液に入れた異なる金属板の間に電圧が生じ，電池になる。 

問３ －極では，亜鉛が電子を放出し，亜鉛イオン(Ｚｎ２＋)になる。＋極では，水素イオン(Ｈ＋)が電子を受けとっ

て，水素分子になる。 

問４ 塩化水素(ＨＣｌ)は，水素イオン(Ｈ＋)と塩化物イオン(Ｃｌ－)に電離する。 

問５ 電流が流れるのは，電解質水溶液を用いたときである。 
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【過去問 9】 

次の問１から問８に答えなさい。 

（栃木県 2011年度） 

問１ 次のうち，気圧の単位はどれか。 

ア ℃ イ ％ ウ hPa エ ｇ/㎥ 

問２ 次のうち，化石燃料はどれか。 

ア 水素 イ 天然ガス ウ ウラン エ バイオマス 

問３ 右図のように，うでを矢印の向きに曲げるとき，ＡとＢの筋

肉はどうなるか。 

ア Ａの筋肉はゆるみ，Ｂの筋肉もゆるむ。 

イ Ａの筋肉は収縮し，Ｂの筋肉も収縮する。 

ウ Ａの筋肉はゆるみ，Ｂの筋肉は収縮する。 

エ Ａの筋肉は収縮し，Ｂの筋肉はゆるむ。 

 

問４ 右図は，記録用紙上に鏡と光源装置を置き，鏡に光をあてた

ときのようすを真上から見たものである。記録用紙上で，光源

装置を矢印の向きに移動させて，角Ａの大きさを 30°小さくす

るとき，角Ｂの大きさは何度変化するか。 

ア ０° イ 15° ウ 30° エ 60° 

 

問５ せきつい動物を大きく五つのなかまに分けたとき，子のときはえらで呼吸し，成長すると肺で呼吸する

なかまを何というか。 

問６ 大陸上や海上の大きな高気圧のように，空気が広い場所に長い間とどまっているときにできる，気温や

湿度がほぼ一様で大きな空気のかたまりを何というか。 

問７ 鉄くぎにエナメル線を数百回巻いてつくったコイルに電流を流すと，鉄のクリップが引き寄せられた。

このとき，コイルのまわりに発生した，クリップに力をおよぼす空間を何というか。 

問８ 塩化銅（緑色）が水に溶けて電離したときにできる塩化物イオンの個数は，銅イオンの個数の何倍か。 
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問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６  

問７  

問８   倍 

 

問１ ウ 

問２ イ 

問３ エ 

問４ エ 

問５ 両生類 

問６ 気団 

問７ 磁界（磁場） 

問８ ２ 倍 

 

問１ 気圧の単位は，ヘクトパスカル(hPa)で，１気圧＝1013.25 hPaである。 

問２ 石炭，石油，天然ガスをまとめて化石燃料といい，でき方が化石に似ている。 

問３ うでをのばすときは，曲げるときと逆になり，Ａの筋肉はゆるみ，Ｂの筋肉は収縮する。 

問４ 角Ａが 30°小さくなれば，入射角も反射角も 30°ずつ大きくなるので，角Ｂは 60°大きくなる。 

問５ 両生類は，子のころは水中で，親になると陸上で生活し，一生で両方の生活をする。 

問８ 電離式は，ＣｕＣｌ２→Ｃｕ２＋＋２Ｃｌ－ となる。 
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【過去問 10】 

中和について調べるために，次の実験⑴，⑵，⑶を順に行った。 

⑴ 試験管に少量のうすい水酸化バリウム水溶液をとり，そこに同じ体積のうすい硫酸を加えた。白い

沈
ちん

殿
でん

ができたので，ろ過して取り出した。 

⑵ 別の試験管に少量のうすい水酸化ナトリウム水溶液をとり，そこに同じ体積のうすい塩酸を加えた

ところ，沈殿は見られなかった。 

⑶ うすい水酸化ナトリウム水溶液 10cm3をビーカーにとり，緑色のＢＴＢ溶液を数滴加えたところ，

水溶液の色は青色に変化した。よくかき混ぜながら，うすい塩酸 10cm3をこまごめピペットで１滴ず

つ加えていくことにする。５cm3加えたところで，水溶液の色が青色から緑色に変化し，さらに数滴

加えると，緑色から黄色に変化した。その後も同様に加え続けたが，水溶液の色は黄色のままであっ

た。 

このことについて，次の問１，問２，問３に答えなさい。 

（栃木県 2011年度） 

問１ 実験⑴でできた塩
えん

の物質名と，実験⑵でできた塩の化学式をそれぞれ書きなさい。 

問２ 実験⑵でできた塩を，結晶として取り出す方法を簡潔に書きなさい。 

問３ 実験⑶で起こる中和反応について，正しいことを述べているのはどれか。次のアからオのうちからすべ

て選び，記号で書きなさい。 

ア うすい水酸化ナトリウム水溶液にうすい塩酸を１滴加えたときから，中和は起こり始める。 

イ うすい水酸化ナトリウム水溶液にうすい塩酸を加えていくと，水溶液のアルカリ性が弱まっていく。 

ウ うすい水酸化ナトリウム水溶液にうすい塩酸を加えるとき，水溶液が中性にならないと塩はできない。 

エ うすい水酸化ナトリウム水溶液にうすい塩酸を加えるとき，塩のほかに水もできている。 

オ うすい水酸化ナトリウム水溶液にうすい塩酸を 10cm3加えるまで，中和は起こり続ける。 

 

問１ 
実験⑴   

実験⑵   

問２  

問３  

 

問１ 
実験⑴ 硫酸バリウム 

実験⑵ ＮａＣｌ 

問２ 
例 

水溶液から水を蒸発させる。 

問３ ア，イ，エ 

 

問１ 実験⑴では，白い沈殿の硫酸バリウムができ，実験⑵では，食塩(塩化ナトリウム)ができる。 

問２ 食塩のとける量は温度によってほとんど変わらないので，その結晶は，水を蒸発させて取り出す。 

問３ 塩は，中和が起こり始めたときからできる。また，中和は，水溶液が中性になるまで起こり続ける。 
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【過去問 11】 

水溶液に電流を流したときのようすを調べるために，次の実験を行った。後の問１～問３に答えなさい。 

（群馬県 2011年度） 

［実験１］ 電源装置，電流計，電極，ビーカーを用いて，エタノール水溶液，塩化銅水溶液，砂糖水，食塩水に

ついて，電流が流れるかどうかを調べ，その結果を表にまとめた。 

表  

水溶液 エタノール水溶液 塩化銅水溶液 砂糖水 食塩水 

電流 流れなかった 流れた 流れなかった 流れた 

［実験２］ 図Ⅰのように，塩化銅水溶液の入ったビーカーに，電極

として２本の炭素棒を入れ，それぞれを電源装置につないだ。 

電流を流しながら観察すると，一方の電極の表面には赤色

の物質が付着し，もう一方の電極の表面からは気体が発生し

た。 

 

図Ⅰ 

 

問１ 実験１で，各水溶液に電流が流れるかどうかを調べるために

は，図Ⅱに示した各装置をどのように接続すればよいか，導線を

かき加えなさい。 

問２ 実験２で， 

① 次のア～エから，付着した赤色の物質の説明として適切なもの

を，すべて選びなさい。 

ア 電気を通さない。 イ 水に溶けやすい。 

ウ 無機物である。 エ みがくと金属光沢を示す。 

図Ⅱ 

 

② 次のア～エから，発生した気体の説明として適切なものを，すべて選びなさい。 

ア 水に溶けにくい。 イ 殺菌作用がある。 

ウ 単体である。 エ 空気の主な成分である。 

問３ 次の文は，実験１，実験２の結果について考察したものである。文中の  ①  には当てはまる語

を， ②  ， ③  にはイオン式を書きなさい。また，④～⑦については｛   ｝内のア，イから

正しいものを，それぞれ選びなさい。 

エタノールや砂糖は水に溶けても分子のままで，イオンに分かれないので電流は流れないが，塩化銅は

水に溶けると  ①  して陽イオンである  ②  と陰イオンである  ③  に分かれるので，電流

が流れると考えられる。塩化銅水溶液に電流を流すと，陽極に移動するのは④｛ア ＋  イ －｝の

電気をもった⑤｛ア 銅イオン  イ 塩化物イオン｝であり，陰極に移動するのは⑥｛ア ＋  イ 

－｝の電気をもった⑦｛ア 銅イオン  イ 塩化物イオン｝であると考えられる。 
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問１ 

 

問２ 
①   

②   

問３ 

①   

②   

③   

④   

⑤   

⑥   

⑦   

 

問１ 

 

問２ 
① ウ，エ 

② イ，ウ 

問３ 

① 電離 

② Ｃｕ２＋ 

③ Ｃｌ－ 

④ イ 

⑤ イ 

⑥ ア 

⑦ ア 

 

問１ 電流計は，回路に直列につなぐ。 

問２ 塩化銅→銅＋塩素 という化学変化が生じる。陰極には銅が生じ，陽極には塩素が生じる。銅は金属で，塩

素は塩素原子からなる水に溶けやすい単体の物質である。殺菌作用があるため，プールなどの消毒に用いられる。 

問３ 塩化銅→銅イオン(陽イオン)＋塩化物イオン(陰イオン) 
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【過去問 12】 

次の各問に答えよ。 

（東京都 2011年度） 

問１ 葉の付いているツバキの茎を赤インキで着色した水に

挿して数時間置き，顕微鏡を用いて葉の横断面の一部を

観察したところ，図１の模式図のような葉のつくりが見

られた。 

 図１において，葉脈の中で着色していた，太線で囲ま

れた部分と，その部分に集まっている管（通路）の名称を

組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エの

うちではどれか。 

図１ 

 

 

 葉脈の中で着色していた， 

太線で囲まれた部分 
その部分に集まっている管（通路）の名称 

ア Ａの部分 師管 

イ Ｂの部分 師管 

ウ Ａの部分 道管 

エ Ｂの部分 道管 

 

問２ 図２の装置において，うすい水酸化ナトリウム水溶液を用いて

水の電気分解を行った。このときに発生する気体Ａと同じ気体を発

生させる方法は，次のうちではどれか。 

ア 酸化銀を加熱する。 

イ 炭酸水素ナトリウムを加熱する。 

ウ うすい塩酸にマグネシウムリボンを加える。 

エ 塩化銅水溶液を，炭素棒を電極として電気分解する。 

図２ 
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問３ 図３のように，天井から糸でつるされた物体がある。物体が糸を

引く力を矢印で表した模式図として適切なのは，次のうちではどれ

か。 

図３ 

 

ア イ ウ エ 

 

問４ ミョウバン 30ｇを 20℃の水 100ｇに溶かすとミョウバンが溶け残り，これを 60℃に加熱すると，溶け残

っていたものがすべて溶けた。この水溶液の温度を 40℃に下げると，溶けていたミョウバンの一部が結晶

として出てきた。さらに温度を 20℃まで下げると，40℃のときよりも多くの結晶が出てきた。20℃，

40℃，60℃の水溶液をそれぞれＡ，Ｂ，Ｃとしたとき，それぞれの水溶液に溶けているミョウバンの質量

の違いを述べたものとして適切なのは，次のうちではどれか。 

ア 溶けているミョウバンの質量は，ＡとＢが同じであり，Ｃが最も小さい。 

イ 溶けているミョウバンの質量は，ＡとＢが同じであり，Ｃが最も大きい。 

ウ 溶けているミョウバンの質量の大きいものから順に並べると，Ａ，Ｂ，Ｃになる。 

エ 溶けているミョウバンの質量の大きいものから順に並べると，Ｃ，Ｂ，Ａになる。 

問５ 平成 22年８月のある日の午後６時ごろ，東京で南東の方角に月，南西の方角に金星が見えた。このう

ち，金星について双眼鏡を用いて観察を行い，見えた金星の形をスケッチした。図４は双眼鏡で観察した

ときの金星のスケッチであり，図５は太陽の周りを公転する金星と地球との位置の関係を模式的に示した

ものである。図４のスケッチをしたときの金星の位置を表したものとして適切なのは，図５のア～エのう

ちではどれか。 

図４ 図５ 
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問６ 背骨がある動物の中で，変温動物で親も子も肺呼吸を行うという特徴をもつなかまの名称と，その動物

のなかまの卵の様子を組み合わせたものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

 変温動物で親も子も肺呼吸を行うと

いう特徴をもつなかまの名称 
その動物のなかまの卵の様子 

ア ハチュウ類 殻がある。 

イ ハチュウ類 殻がない。 

ウ 両生類 殻がある。 

エ 両生類 殻がない。 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

問６  

 

問１ ウ 

問２ ア 

問３ イ 

問４ エ 

問５ イ 

問６ ア 

 

問１ 根から吸い上げられた水や養分はＡの道管を，葉でつくられた養分などはＢの師管を通る。 

問２ 水の電気分解では，＋極に酸素，－極に水素が発生する。イでは二酸化炭素，ウでは水素，エでは塩素が発

生する。 

問３ アは物体にはたらく重力，ウは糸がおもりを引く力，エは糸が天井を引く力を表している。 

問４ 出てくる結晶の多いものほど，溶けているミョウバンの質量が小さい。 

問５ 日没後の西の空に見える金星はよいの明星といい，右側が光って見える。 

問６ 変温動物で肺呼吸を行うのはハチュウ類で，乾燥などから守るための殻をもつ卵を陸上に産む。 
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【過去問 13】 

気体の性質を調べる実験について，次の各問に答えよ。 

（東京都 2011年度） 

〈実験１〉を行ったところ，〈結果１〉のようになった。 

〈実験１〉  

⑴ 塩化アンモニウムと水酸化カルシウムのそれぞれ少量をよく混ぜてから乾いた試験管に入れ，換気に気

を付けながら穏やかに加熱し，発生する気体を丸底フラスコに集めた。 

⑵ 水でぬらしたリトマス紙を丸底フラスコの口に近付け，リトマス紙の色が変わったことを確認した後

に，丸底フラスコにゴム栓を付けて密閉した。 

〈結果１〉 発生した気体には，刺激の強いにおいがあり，赤色リトマス紙の色を青色に変化させた。 

次に，〈実験１〉で集めた気体を用いて，〈実験２〉を行ったところ，〈結果２〉のようになった。 

〈実験２〉  

⑴ 〈実験１〉で集めた気体の入った丸底フラスコの中央部

に油性ペンで印を付け，図１のように装置を組み立てた。 

⑵ 水を入れたゴム球から，丸底フラスコ内に水を入れる

と，ビーカー内の水が，ガラス管を通って丸底フラスコに

移動した。 

⑶ ビーカー内の水が，丸底フラスコに付けた印の高さま

で移動したところで，丸底フラスコをスタンドから外し，

素早くゴム栓を外して別のゴム栓を付けて密閉した。 

図１ 

 

⑷ ⑶の丸底フラスコをよく振った後に，丸底フラスコ内の水溶液を別のビーカーに移し，ビーカー内の水

溶液を，ガラス棒を用いてリトマス紙に付けた。 

〈結果２〉 ⑷で，ビーカーに移した水溶液は，赤色リトマス紙の色を青色に変化させた。 

問１ 〈実験１〉の⑴で，発生する気体を試験管に集めるためには，図２にどのような実験器具を書き加えれ

ばよいか。解答欄に示した装置の図に，点線で囲まれた〈実験器具〉の中から適切なものを選んで配置し

た図を書け。ただし，実験器具の名称は記入しなくてよい。 

図２ 
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また，〈実験２〉で，ビーカーの水が丸底フラスコ内に移動する現象は，〈実験１〉の⑴で集めた気体の性

質によって，丸底フラスコ内の気体の体積が変化することにより起こる。 

〈実験１〉の⑴で集めた気体と同じ性質により体積が変化する現象を説明したものとして適切なのは，次

のうちではどれか。 

ア ペットボトルに簡易ポンプをつないで空気を抜くと，ペットボトルがつぶれる。 

イ ポリエチレン袋に空気を入れ，密閉してから熱湯をかけると，ポリエチレン袋が膨らむ。 

ウ ポリエチレン袋に少量のエタノールを入れ，密閉してから熱湯をかけると，ポリエチレン袋が膨らむ。 

エ ペットボトルに容器の容量の半分程度の水と二酸化炭素を入れ，密開してから振り混ぜると，ペットボ

トルがつぶれる。 

〈実験２〉の⑷の水溶液を用いて，〈実験３〉を行ったところ，〈結果３〉のようになった。 

〈実験３〉 

⑴ 図３のように，ビーカーにうすい塩酸を入れ，ＢＴＢ溶液を数滴

入れた後，亜鉛粒を入れたところ気体が発生した。 

⑵ 気体が発生している⑴のビーカーに，〈実験２〉の⑷の水溶液をこ

まごめピペットで少しずつ加え，ビーカー内の様子を観察した。 

〈結果３〉 〈実験２〉の⑷の水溶液を加えていくと，⑴のビーカー内の

水溶液の色と気体が発生する様子に変化が見られた。実験後，ビーカ

ー内には亜鉛粒が残っていた。 

図３ 

 

問２ 〈結果３〉において，⑴のビーカー内の水溶液の色の変化と，気体が発生する様子の変化を組み合わせ

たものとして適切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

 ⑴のビーカー内の水溶液の色の変化 気体が発生する様子の変化 

ア 黄色→緑色→青色 次第に強くなる。 

イ 黄色→緑色→青色 弱まりやがて発生しなくなる。 

ウ 青色→緑色→黄色 次第に強くなる。 

エ 青色→緑色→黄色 弱まりやがて発生しなくなる。 

問３ 〈実験３〉の⑵において，うすい塩酸と〈実験２〉の⑷の水溶液を混ぜ合わせたときに起こる変化を，

水素原子１個を●，窒素原子１個を◎，酸素原子１個を○，塩素原子１個を■のモデル（模型）を用いて

表すと，図４のように示すことができる。図４の①と②には，それぞれ塩
えん

と水をつくっているモデル（模

型）が当てはまる。①に当てはまる，塩を構成するモデル（模型）について，原子の種類を原子の記号で

表せ。 

なお，〈実験２〉の⑷の水溶液は，〈実験１〉の⑴で集めた気体と水が反応してできた物質が，水に溶けた

水溶液であると考えよ。 

図４ 
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問１ 
図 

 

記  号   

問２  

問３ 原子の記号    

 

問１ 
図 

 

記  号 エ 

問２ イ 

問３ 原子の記号 Ｎ，Ｈ，Ｃｌ 

 

問１ アンモニアは，水に非常によくとけ，空気より軽い。 

問２ 〈実験２〉の⑷の水溶液はアンモニア水で，アルカリ性であるため，水溶液の色は，酸性を示す黄色から ，

中性を示す緑色へ，そして，アルカリ性を示す青色へと変化する。 

問３ 記号で考えると，うすい塩酸はＨとＣｌ，〈実験２〉の水溶液(アンモニア水)はＮと４ＨとＯとＨの組み合わ

せである。その中から，生成物の水Ｈ２Ｏ（２ＨとＯ）をとりのぞくと，Ｎと４ＨとＣｌが残る。 
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【過去問 14】 

水溶液に電流を流したときのようすについて調べるために,次のような実験を行った。これらの実験とその結

果について,あとの各問いに答えなさい。 

（神奈川県 2011年度） 

〔実験１〕 塩化銅（ＣｕＣｌ２）を水に溶
と

かして塩化銅水溶液をつくった。下の図のように，発泡ポリスチレン

の板に電極として炭素棒を差しこんで塩化銅水溶液に入れ，豆電球，スイッチ，電源装置を接続して回路

をつくった。この回路で，スイッチを入れると豆電球が点灯した。 

 一定の電圧で電流を流し続けると，溶液中の陽極（＋
プラス

極）の表面では塩素が発生し，陰極（ －
マイナス

極）の

表面には赤茶色の銅が付着した。 

 

〔実験２〕 〔実験１〕と同じ装置をもう一つ用意し，塩化銅のかわりに砂糖を水に溶かして〔実験１〕と同じ電

圧で実験を行ったが，スイッチを入れても豆電球は点灯せず，電極の表面に変化は見られなかった。 

問１ 塩化銅が水に溶けたときの電離のようすを式に書き表したい。次の式の中の  にあてはまるイ

オン式(イオンの記号)をそれぞれ書き入れ,式を完成しなさい。 

 

問２ 〔実験１〕で塩化銅水溶液中に電流を流しているときの陽極と陰極の表面で起こっている化学変化につ

いて説明したものとして最も適するものを，次の１～４の中から一つ選び，その番号を書きなさい。 

１ 陽極では塩化物イオンが電子を放出して塩素になり，陰極では銅イオンが電子を放出して銅になってい

る。 

２ 陽極では塩化物イオンが電子を受け取り塩素になり，陰極では銅イオンが電子を放出して銅になってい

る。 

３ 陽極では塩化物イオンが電子を放出して塩素になり，陰極では銅イオンが電子を受け取り銅になってい

る。 

４ 陽極では塩化物イオンが電子を受け取り塩素になり，陰極では銅イオンが電子を受け取り銅になってい

る。 

問３ 〔実験２〕で用いた砂糖のように，水に溶かしても電離せず，電流が流れない物質を何というか。最も

適する語を漢字４字で書きなさい。 
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問４ 次の の中の文は，銅原子の構造について説明したものである。文中の  Ａ  ～  Ｃ  に

あてはまる語の組み合わせとして最も適するものを，あとの１～６の中から一つ選び，その番号を書きな

さい。 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

１ 電子 陽子 中性子 

２ 電子 中性子 陽子 

３ 中性子 電子 陽子 

４ 中性子 陽子 電子 

５ 陽子 電子 中性子 

６ 陽子 中性子 電子 

 

問１ 
 

問２  

問３  

問４  

 

問１ 
 

問２ ３ 

問３ 非電解質 

問４ １ 

 

問１ 塩化銅は水に溶けると，銅イオンと塩化物イオンに電離する。 

問２ 塩化物イオンは電子を放出して塩素になり，銅イオンは電子を受け取って銅になる。 

問３ 電離する物質を電解質，電離しない物質を非電解質という。 

問４ 原子は原子核と電子からできている。そして，原子核は，陽子と中性子からできている。 
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【過去問 15】 

図のような装置で，塩酸を電気分解すると両方の電極から

気体が発生するが，一方の電極側ではたくさんの量の気体が集

まり，もう一方の電極側では集まる量が少ない。次の問いに答え

なさい。 

（富山県 2011年度） 

問１ 図の装置の状態で，電源装置のスイッチを入れると危

険である。スイッチを入れる前にしなければならないこ

とは何か，簡単に書きなさい。 

問２ 集まる量が少ない気体は何か，気体名を書きなさい。

また，少ない理由を簡単に書きなさい。 

問３ 塩酸中の塩化水素の電離のようすを，化学式とイオン

式を使って書きなさい。 

図 

 

 

問１  

問２ 
気体名   

理  由  

問３   

 

問１ ピンチコックを外す。 

問２ 
気体名 塩素 

理  由 塩素は水に溶けやすいから。 

問３ ＨＣｌ → Ｈ＋ ＋ Ｃｌ－ 

 

問１ 実験開始とともに気体が生じるため，装置内の物質の体積が増加する。ピンチコックをつけたままだと，装

置内の物質の体積の増加に耐えられず，装置が破損するなどの危険を伴うおそれがある。 
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【過去問 16】 

電池について，次の実験を行った。あとの問いに答えよ。 

（福井県 2011年度） 

〔実験１〕 図１のように，うすい塩酸に銅板と亜鉛板を入れて電子オル

ゴールをつなぐと音が鳴った。うすい塩酸の代わりにうすい硫酸

を用いても電極で同じ変化が起き，電子オルゴールが鳴った。 

〔実験２〕 図２のように，簡易電気分解装置で，水に水酸化ナトリウム

を加えて電流を流すと気体が発生した。しばらくしてから電源装

置をはずし，電極に電子オルゴールをつなぐと音が鳴った。 

問１ 実験１で電子オルゴールが鳴っているとき，銅板と電子オルゴー

ルをつなぐ導線を流れる電子の向きと電流の向きはどれか。最も適

当な組み合わせを次のア～エから選んで，その記号を書け。 

図１ 

   ア イ ウ エ  

 電子の流れる向き ａ ｂ ａ ｂ  

 電流の流れる向き ｂ ａ ａ ｂ  

問２ 実験１で，電子オルゴールが鳴っているとき，水溶液中で増

加するイオンは何か。そのイオン式を書け。また，このイオン

が 10個増加したとき，電極から発生する水素分子は何個か。 

問３ 実験２で，簡易電気分解装置の陽極から発生する気体は何

か。その名前を書け。また，この気体を他の反応で発生させる

には，次のア～オのどれとどれを用いるとよいか。最も適当な

ものを２つ選んで，その記号を書け。 

ア 亜鉛 イ 石灰石 ウ オキシドー

ル 

エ うすい塩酸 オ 二酸化マンガン 

問４ 実験２で，電子オルゴールが鳴っているときに，簡易電気分

解装置で起きている化学変化を，化学反応式で書け。 

図２ 

 

問５ 実験１と実験２の電池について，次の文の（ ア ），（ イ ）に当てはまる語句を書け。 

これらの電池は，（ ア ）エネルギーを（ イ ）エネルギーに変換している。 
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問１  

問２ イオン式      個 

問３ 名前  記号 と 

問４   

問５ ア  イ  

 

問１ イ 

問２ イオン式 Ｚｎ２＋ 10 個 

問３ 名前 酸素 記号 ウ と オ 

問４ ２Ｈ２ ＋ Ｏ２ → ２Ｈ２Ｏ 

問５ ア 化学 イ 電気 

 

問２ 水溶液中には，亜鉛板から溶け出した亜鉛イオンが増加する。一方，水素イオンは気体の水素となるため減

少する。塩化物イオンの数は変化しない。亜鉛イオンが１個生じると，電極に２個の電子を残す。この電子

２個を水素イオン２個が受け取り，２個の水素原子を経て，１個の水素分子となる。 
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【過去問 17】 

５種類の物質（水酸化バリウム，デンプン，砂糖，食塩，硝酸カリウム）を用いて，実験１～３を行った。

問１～問６に答えなさい。 

（岐阜県 2011年度） 

〔実験１〕 ５種類の物質のうち，水酸化バリウム，デンプン，砂糖，食塩を，それ

ぞれ別の燃焼さじに１ｇずつとって加熱した。火がついた場合は，図１のよう

に石灰水の入った集気びんの中に入れ，火が消えてから，燃焼さじをとり出し，

集気びんにふたをして，よくふった。 

〔実験２〕 ５種類の物質を 10ｇずつとり，それぞれ別のビーカーに１種類ずつ入

れて 20℃の水を 50ｇずつ加えてよくかき混ぜ，とけ方を調べた。次に，それぞ

れの水溶液の一部をとり，電流が流れるかどうかを調べた。 

図１ 

 

〔実験３〕 実験２で，固体がすべてとけた水溶液を５℃に冷やし，ようすを観察した。表は，実験１～３の結果

をまとめたものである。 

表 

 水酸化バリウム デンプン 砂糖 食塩 硝酸カリウム 

実験１ 火がつかなかった。 黒くこげ，石灰水が白くにごった。 火がつかなかった。  

実験２ 
とけ方 ビーカーの底に固体が残った。 すべてとけた。 

電流 電流が流れた。 電流が流れなかった。 電流が流れた。 

実験３  変化しなかった。 結晶ができた。 

問１ 実験１の結果から，デンプンや砂糖にふくまれていることがわかる原子は何か。原子の記号で書きなさ

い。 

問２ デンプンと砂糖を区別するには，ヨウ素液を加える方法がある。どのようなちがいによって区別できる

かを簡潔に説明しなさい。 

問３ 実験２の水のように，物質（溶質）をとかす液体を何というか。ことばで書きなさい。 

問４ 実験２で，水溶液に電流が流れたのは，水溶液中にイオンがあるからである。水にとかしたとき，陽イ

オンと陰イオンに分かれる物質を何というか。ことばで書きなさい。 

問５ 実験２でできた食塩水から，10ｇの食塩水をはかりとった。

この中にふくまれる食塩は何ｇか。小数第２位を四捨五入し

て，小数第１位まで書きなさい。 

問６ 図２は，水酸化バリウム，食塩，硝酸カリウムが 100ｇの水

にとける質量と，水の温度との関係を表したグラフである。実

験２，３の結果から，図２の物質Ｘは何とわかるか。物質名を

ことばで書きなさい。 

図２ 
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問１  

問２  

問３    

問４   

問５   ｇ 

問６    

 

問１ Ｃ 

問２ ヨウ素液を加えると，デンプンだけが青紫色に変化するため区別できる。 

問３ 溶媒 

問４ 電解質 

問５ 1.7 ｇ 

問６ 硝酸カリウム 

 

問１ 二酸化炭素は，炭素の酸化物である。 

問５ 実験２でできた水溶液の重量パーセント濃度は，10÷(10+50)×100＝16.66…[％] この水溶液 10ｇ中に含

まれる溶質は，10×0.167＝1.67[ｇ] 

問６ グラフが 100ｇの水にとける質量を表しているので，水 100ｇにとかした場合で考える。実験は，20℃100ｇ

の水に 20ｇの結晶をとかした場合と同じになるため，20℃の水にすべてとけるが，５℃の水では結晶が生じる物

質がどれかを選ぶ。 
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【過去問 18】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（静岡県 2011年度） 

問１ 図１は，ある原子の構造を表した模式図である。原子は，原子核と

電子からできており，原子核は，一般に，図１のアと陽子からできて

いる。図１のアは何とよばれるか。その名称を書きなさい。 

図１ 

 

問２ セキツイ動物は，外界の温度の変化に対する体温の変化に着目すると，魚類・両生類・ハチュウ類に属

する動物と，鳥類・ホニュウ類に属する動物とに分けることができる。このうち，魚類・両生類・ハチュ

ウ類に属する動物の，外界の温度の変化に対する体温の変化の特徴を，簡単に書きなさい。 

問３ クレーン車が，300㎏の荷物を，18ｍ真上に引き上げるのに１分かかった。このときの仕事率は何Ｗ

か。計算して答えなさい。ただし，100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。 

問４ 図２は，気象衛星が写した地球の写真であり，太陽の光が当た

っている側は明るく写っている。図２における地球への光の当た

り方と地軸に着目すると，この写真が写された，およその時期と時

刻が分かる。次のア～カの中から，この写真が写された，日本での

およその時期と時刻の組み合わせとして最も適切なものを１つ選

び，記号で答えなさい。 

ア ６月下旬・６時 イ ６月下旬・17時 

ウ ９月下旬・７時 エ ９月下旬・16時 

オ 12月下旬・８時 カ 12月下旬・15時 

図２ 

 
(注) 海岸線，経線，緯線は白で示し 

ている。 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

 

問１ 中性子 

問２ 外界の温度の変化にともなって変化する。 

問３ 900 

問４ ア 

 

問１ 原子核は，＋の電気を帯びた陽子と，電気を帯びていない中性子からできている。 

問２ 体温がほぼ一定の動物を恒温動物，体温がまわりの温度によって変化する動物を変温動物という。 

問３ 300 ㎏＝3000Ｎなので，仕事の大きさは，3000[Ｎ]×18[ｍ]＝54000[Ｊ]。よって，仕事率は，54000[Ｊ]÷

60[秒]＝900[Ｊ/秒]＝900[Ｗ]となる。 

問４ 太陽の当たり方から，この時期は夏である。また，地球の自転の向きから，朝方であると考えられる。 
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【過去問 19】 

マグネシウムの反応に関する問１，問２に答えなさい。 

（静岡県 2011年度） 

問１ ビーカーにうすい塩酸 10㎤をとり，緑色のＢＴＢ溶液を数滴加

えると，液の色は黄色になった。この液にマグネシウムリボンを入

れると，気体がさかんに発生した。このビーカーに，図７のように，

こまごめピペットを用いてうすい水酸化ナトリウム水溶液を少し

ずつ加えると，液の色は黄色のまま，気体の発生が弱まっていった。

さらに，うすい水酸化ナトリウム水溶液を加えていくと，気体の発

生はほとんど見られなくなり，液の色は青色になった。 

図７ 

 

① 図８のように，こまごめピペットに液を入れたまま，その先端を

上に向けてはいけない。その理由を，簡単に書きなさい。 

② 水酸化ナトリウム水溶液は，水酸化ナトリウムを水にとかした

溶液である。水酸化ナトリウム水溶液における水のように， 

図８ 

 

 溶液において物質をとかしている液体は，一般に何とよばれるか。その名称を書きなさい。 

③ 次のア～エの中から，この実験で発生した気体の性質を説明した文として適切なものを１つ選び，記号

で答えなさい。 

ア 水にとけにくく，ものを燃やすはたらきがある。 

イ 水にとけにくく，空気中で燃えて水になる。 

ウ 水に少しとけ，水溶液は青色リトマス紙を赤色に変える。石灰水を白くにごらせる。 

エ 水にとけやすく，水溶液は赤色リトマス紙を青色に変える。特有のにおいがある。 

④ この実験において，うすい水酸化ナトリウム水溶液を加えていったとき，ビーカー内の液の色が，黄色

から青色に変化したのはなぜか。その理由を，中和という語を用いて，簡単に書きなさい。 

問２ 図９のようにして，0.6ｇ，1.2ｇ，1.8ｇのマグネシウムの粉末を十

分に加熱し，できた酸化マグネシウムの質量をそれぞれ測定した。表１

は，その結果を示したものである。 

図９ 

 

表１ 

 マグネシウムの質量(ｇ) 0.6 1.2 1.8  

 酸化マグネシウムの質量(ｇ) 1.0 2.0 3.0  

① 酸化マグネシウムの化学式はＭｇＯである。マグネシウムと酸素が化合して酸化マグネシウムができる

ときの化学変化を，化学反応式で表しなさい。 
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② 表１の実験結果をもとにして，マグネシウムの質量と，

化合した酸素の質量との関係を表すグラフを，図 10にか

きなさい。 

③ 1.5ｇのマグネシウムの粉末を，図９のようにして，し

ばらく加熱し，マグネシウムと酸化マグネシウムの混合

物をつくる。この混合物の質量が 2.3ｇであるとき，この

混合物の中には，何ｇのマグネシウムが反応しないで残

っていると考えられるか。表１をもとにして，求めなさ

い。 

図 10 

 

 

問１ 

①   

②  

③  

④  

問２ 

①   

② 

 

③   
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問１ 

① ゴム球に液が入ってしまうから。など 

② 溶媒 

③ イ 

④ 塩酸が中和されて，液がアルカリ性になったから。 

問２ 

① ２Ｍｇ ＋ Ｏ２ → ２ＭｇＯ 

② 

 

③ 0.3 

 

問１ ① 液がゴム球に入り，ゴムを痛めてしまう。 

② 物質を溶かしている液体を溶媒，溶けている物質を溶質という。 

③ うすい塩酸にマグネシウムリボンを加えると，水素が発生する。 

④ ＢＴＢ溶液は，酸性で黄色，アルカリ性で青色を示す。 

問２ ① 化学反応式では，式の左側と右側で，原子の種類と数が等しくなるようにする。 

② (化合した酸素の質量)＝(酸化マグネシウムの質量）－(マグネシウムの質量) 

③ 化合した酸素の質量は，2.3－1.5＝0.8[ｇ]である。図 10より，0.8ｇの酸素と化合するマグネシウムは，1.2

ｇである。よって，1.5－1.2＝0.3[ｇ]のマグネシウムが反応しないで残っている。 
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【過去問 20】 

次の実験について，あとの各問いに答えなさい。 

（三重県 2011年度） 

＜実験＞ 酸
さん

の水
すい

溶
よう

液
えき

とアルカリの水溶液を混ぜ合わせるとどうなるかを調べるため，うすい塩酸，うす

い硫
りゅう

酸
さん

，うすい水酸化ナトリウム水溶液，うすい水酸化バリウム水溶液を用いて，次の①～③の実験

を行った。 

① うすい塩酸５㎤をビーカーにとり，ＢＴＢ溶液を２，３

滴加え，図１のようにガラス棒でよくかき混ぜながら，う

すい水酸化ナトリウム水溶液を少しずつ加えていった。表

１は，うすい水酸化ナトリウム水溶液３㎤を加えるごとに

できた水溶液の色を記録したものである。 

図１ 

 
表１ 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ  

 加えたうすい水酸化ナトリウム

水溶液の体積（㎤） 
0 3 6 9 12  

 できた水溶液の色 黄色 
うすい黄

色 
緑色 

うすい青

色 
青色  

② うすい塩酸５㎤を別のビーカーにとり，図２のようにガ

ラス棒でよくかき混ぜながら，うすい水酸化ナトリウム水

溶液６㎤を加えた。できた水溶液の一部をガラス棒でスラ

イドガラスの上にとり， 蒸
じょう

発
はつ

させたところ白い固体がの

こった。 

図２ 

 

③ うすい硫酸５㎤を別のビーカーにとり，図３のようにガ

ラス棒でよくかき混ぜながら，うすい水酸化バリウム水溶

液６㎤を加えると，白い沈
ちん

殿
でん

ができた。 

図３ 
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問１ 実験①について，次の⒜～⒞の各問いに答えなさい。 

⒜ 実験で用いた図４のような，少量の液体を必要な量だけとるときに使用する

器具を何というか，その名称を書きなさい。 

⒝ うすい塩酸にうすい水酸化ナトリウム水溶液を少しずつ加えてできた水溶

液がアルカリ性を示すのはどのときか，表１のＡ～Ｅからすべて選び，その記

号を書きなさい。 

図４ 

 

⒞ 次の文中の，（ あ ），（ い ）に入ることがらとして最も適当なものはどれか，下のア～オからそれ

ぞれ１つずつ選び，その記号を書きなさい。 

中
ちゅう

和
わ

が起こっているのは，うすい水酸化ナトリウム水溶液を（ あ ）ときから，うすい水酸化ナト

リウム水溶液を（ い ）ときまでである。 

ア 加え始めた イ ３㎤加えた ウ ６㎤加えた 

エ ９㎤加えた オ 12㎤加えた 

問２ 実験②について，次の⒜，⒝の各問いに答えなさい。 

⒜ 蒸発させてのこった白い固体を顕微鏡で観察すると，どのような結
けっ

晶
しょう

が見られるか，最も適当なもの

を次のア～エから１つ選び，その記号を書きなさい。 

ア  イ ウ エ 

    

⒝ 蒸発させてのこった白い固体は電
でん

解
かい

質
しつ

である。この物質の電
でん

離
り

のようすをイオン式で表しなさい。 

問３ 実験③でできた塩
えん

は何か，その名称を書きなさい。 

問４ 実験②と実験③で，塩以外に，共通してできた物質は何か，化
か

学
がく

式
しき

で書きなさい。 

 

問１ 

⒜  

⒝  

⒞ あ  い  

問２ 
⒜    

⒝  

問３  

問４    
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問１ 

⒜ こまごめピペット 

⒝ Ｄ，Ｅ 

⒞ あ ア い ウ 

問２ 
⒜ エ 

⒝ ＮａＣｌ → Ｎａ＋ ＋ Ｃｌ－ 

問３ 硫酸バリウム 

問４ Ｈ２Ｏ 

 

問１ ⒝ 中和点を過ぎてもうすい水酸化ナトリウム水溶液を加え続けると，混合液がアルカリ性となる。ＢＴＢ溶

液は，アルカリ性になると青色を示す。 

⒞ 塩酸とうすい水酸化ナトリウム水溶液があると中和が起こる。中性になったあとには，どの水溶液を加

えても中和は行われない。 

問２ ⒜ 塩酸＋水酸化ナトリウム→塩化ナトリウム＋水 塩化ナトリウムは，立方体の結晶をつくる。 

⒝ 塩化ナトリウム→ナトリウムイオン＋塩化物イオン 

問３・４ 硫酸＋水酸化バリウム→硫酸バリウム＋水 中和では，塩と水が必ずできる。 
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【過去問 21】 

次の文は，イオンのでき方と水溶液中のイオンについてまとめたものである。これについて，下の問１～問

３に答えよ。 

（京都府 2011年度） 

原子は中心にある原子核と，そのまわりにある電子でできており，中心にある原子核はいくつかの陽

子といくつかの  ａ  でできている。ただし，水素原子にはふつう  ａ  はない。 

 ａ  は電気をもたないが，陽子は＋の電気，電子は－の電気をもっているため，原子の中には＋の

電気と－の電気がある。この＋の電気の量と－の電気の量が等しいため，原子全体は電気を帯びていな

い。しかし，＋の電気の量と－の電気の量が等しくなくなると，原子は電気を帯びて陽イオンや陰イオン

となる。たとえば， ｂ  。 

水溶液中にイオンが存在すると，水溶液は電流を通す。そこで，下の図のような装置を用いて，塩化ナ

トリウム，塩化水素，砂糖，エタノールをそれぞれ水に溶かした４種類の水溶液が電流を通 

すかどうかを調べた。その結果，塩化ナトリウム水溶液と塩化水素

水溶液は，電流を通して豆電球が光ったが，砂糖水とエタノール水

溶液は電流を通さず，豆電球は光らなかった。 

これは，塩化ナトリウムや塩化水素が，水に溶けると電離して陽

イオンと陰イオンになり，できた水溶液は電流を通すのに対して，

砂糖やエタノールは，水に溶けてもイオンにならず，できた水溶液

は電流を通さないためである。  

問１ 文中の  ａ  に入る適当な語句を，漢字３字で書け。 

問２ 文中の  ｂ  に入るものとして，最も適当なものを，次の(ア)～(エ)から１つ選べ。 

(ア) 原子が陽子を受けとることによって，＋の電気を帯びて陽イオンとなる 

(イ) 原子が電子を失うことによって，－の電気を帯びて陰イオンとなる 

(ウ) 原子が陽子を受けとることによって，－の電気を帯びて陰イオンとなる 

(エ) 原子が電子を失うことによって，＋の電気を帯びて陽イオンとなる 

問３ 文中の下線部のような性質をもつ物質を何というか，ひらがな６字で書け。また，塩化ナ卜リウムが電

離して陽イオンと陰イオンになったときの陽イオンは何か，イオン式で書け。 

 

問１     

問２   

問３ 
       

イオン式   
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問１ 中 性 子  

問２ （エ） 

問３ 
で ん か い し つ  

イオン式 Ｎａ＋ 

 

問１ 中性子と陽子からなる原子核をとり囲むように，電子が飛んでいる。 

問２ 原子がイオンになるときに出入りするものは，電子である。 

問３ 塩化ナトリウム→ナトリウムイオン＋塩化物イオン 
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【過去問 22】 

Ｋさんは，銅の化合物から銅をとり出すことに興味をもち，次の実験１，２を行った。あとの問いに答えな

さい。 

（大阪府 2011年度 後期） 

【実験１】図Ⅰのように，塩化銅（ＣｕＣｌ２）を水にとかした水溶液に電流

を流したところ，陽（＋）極からは気体が発生した。発生した気体に

は刺激臭があることから，その気体は塩素であることが分かった。陰

（－）極には赤かっ色の固体が付着した。陰（－）極に付着した固体

は，こすると金属光沢が現れたことから銅であることが分かった。 

図Ⅰ 

 

問１ 次の文中の〔   〕から適切なものを一つ選び，記号を書きなさい。また，    に入れるのに

適している語を書きなさい。 

 塩化銅は電解質である。電解質は水にとけて陽イオンと陰イオンに分かれる。陽イオンは原子が電子

を①〔ア 失って  イ 受けとって〕＋の電気を帯びたものである。電解質の水溶液にはイオンが存

在し電流が流れる。塩化銅水溶液中では，塩化銅が水にとけて銅イオンと  ②  イオンに電離してい

る。 ②  イオンは陰イオンである。 

問２ 次の式は，塩化銅の電離のようすを表す式である。式中の     に入れるのに適しているイオン式を

それぞれ書きなさい。 

 ＣｕＣｌ２ →  ⓐ  ＋ ２  ⓑ  

問３ 次のア～エのうち，電解質をすべて選び，記号を書きなさい。 

ア 砂糖 イ 塩化水素 ウ エタノール エ 塩化ナトリウム 

【実験２】酸化銅（ＣｕＯ）の粉末 6.00ｇと十分に乾燥した

炭素の粉末をはかりとり，これらをよく混ぜて試験管に

入れた。次に，図Ⅱのようにして加熱したところ，二酸化

炭素が発生しビーカー内の液体は白くにごり，試験管内

に赤かっ色の銅ができた。ビーカー内の液体からガラス

管をとり出し加熱をやめた後，試験管内にある固体の質

量をはかった。この実験を酸化銅の質量は変えずに炭素

の質量のみを変えてくり返し行い，用いた炭素の質量と

反応後の試験管内にある固体の質量との関係を調べた。 

図Ⅱ 

 

表Ⅰは，その結果を表している。反応前後の試験管内にある固体の質量の差はすべて発生した二酸化炭素の

質量であるとする。 
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問４ 次のア～エのうち，図Ⅱ中のビーカー

内の白くにごった液体として最も適し

ているものはどれか。一つ選び，記号を

書きなさい。 

表Ⅰ 
     

酸化銅の質量[g] 6.00 6.00 6.00 6.00 6.00 

炭素の質量[g] 0.20 0.40 0.60 0.80 1.00 

反応後の試験管内にあ

る固体の質量[g] 
5.46 4.92 4.94 5.14 5.34 

ア ベネジクト液 イ 石灰水 

ウ ＢＴＢ溶液 エ フェノールフタレイン溶液 

問５ ① 物質が酸素と化合することが酸化と呼ばれるのに対して，酸化物から酸素をとり去る化学変化は何と呼

ばれるか。 

② 実験２において，酸化銅と炭素の混合物を加熱すると銅と二酸化炭素ができた。酸化銅と炭素から

銅と二酸化炭素ができる反応の化学反応式を書きなさい。 

問６ ① 表Ⅰより，実験２において混ぜ合わせる炭素の質量を 0.10ｇにすると，発生する二酸化炭素の質量は何

ｇであると考えられるか。 

② 表Ⅰより，実験２において用いた酸化銅 6.00ｇをすべて反応させるためには炭素は少なくとも何ｇ

必要であると考えられるか。答えは小数第３位を四捨五入して小数第２位まで求めること。 

 

問１ 
①   

②   

問２ 
①   

②   

問３   

問４   

問５ 
①   

②  

問６ 
①   ｇ 

②   ｇ 
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問１ 
① ア 

② 塩化物 

問２ 
① Ｃｕ２＋ 

② Ｃｌ－ 

問３ イ  エ 

問４ イ 

問５ 
① 還元 

② ２ＣｕＯ ＋ Ｃ → ２Ｃｕ ＋ ＣＯ２ 

問６ 
① 0.37 ｇ 

② 0.45 ｇ 

 

問１ ② 塩化銅が水にとけると，銅イオンと塩化物イオンに電離する。 

問３ 水にとけてイオンになる物質を電解質という。塩化水素は塩化物イオンと水素イオンに，塩化ナトリウムは

塩化物イオンとナトリウムイオンに電離する電解質である。砂糖とエタノールは水にとけてもイオンにならない。 

問４ 二酸化炭素を通したときに白くにごるのは石灰水である。 

問５ ② 酸化銅ＣｕＯと炭素Ｃから銅Ｃｕと二酸化炭素ＣＯ２ができる。左辺と右辺の原子の数が一致することに

注意すると，２ＣｕＯ＋Ｃ→２Ｃｕ＋ＣＯ２ 

問６ ①･② 質量保存の法則より，酸化銅と炭素の合計の質量から反応後の試験管内にある固体の質量を引いた値

が，発生した二酸化炭素の質量である。表Ⅰより，酸化銅の質量が 6.00ｇのとき，炭素の質量と発生した二酸化

炭素の質量を表に表すと，次のようになる。 

炭素の質量[ｇ] 0.20 0.40 0.60 0.80 1.00 

発生した二酸化炭素の質量[ｇ] 0.74 1.48 1.66 1.66 1.66 

 過不足なく反応するときの炭素と二酸化炭素の質量比は 0.40：1.48＝１：3.7 これより，①炭素 0.10gに発生

する二酸化炭素の質量を xｇとすると，0.10：x＝１：3.7 これより x＝0.37[ｇ] ②二酸化炭素 1.66ｇが発生

するのに必要な炭素の質量を yｇとすると，y：1.66＝１：3.7 これより y＝0.448＝約 0.45[ｇ] 
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【過去問 23】 

気体の性質に関する次の問いに答えなさい。 

（兵庫県 2011年度） 

問１ アンモニアの性質を調べるために，次の実験を行った。 

＜実験１＞ 塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混合物を試験管に入

れ，ガスバーナーで加熱し，発生したアンモニアをフラスコに集めた。 

＜実験２＞ アンモニアを集めたフラスコを用いて，図２のような装置を組

み立てた。次に，スポイトの水をフラスコの中に入れると，フェノールフタ

レイン溶液を加えたビーカーの水が，いきおいよくフラスコ内に吸い上げら

れ，赤色に変化した。 

図１ 

 

⑴ 実験１において，図１の加熱のしかたＡ，Ｂと気体の集め方Ｃ，Ｄの

組み合わせとして適切なものを，次のア～エから１つ選んで，その符号

を書きなさい。 

ア ＡとＣ イ ＡとＤ ウ ＢとＣ エ ＢとＤ 

⑵ 実験１で集めたアンモニアに，水でぬらした赤色リ卜マス紙を近づ

けると青色に変化した。このことからわかるアンモニアの性質を書きな

さい。 

図２ 

 

⑶ 実験２において，水がフラスコ内に吸い上げられた理由について説明した次の文の  ①  ， 

 ②  に入る適切な語句を書きなさい。 

アンモニアは水に非常に  ①  ため，水を入れるとフラスコ内の圧力が急激に  ②  から。 

⑷ 実験２の後，フラスコ内の水溶液を中和によって廃液として処理するには，何を加えればよいか，適切

なものを，次のア～エから１つ選んで，その符号を書きなさい。 

ア うすい硫酸 イ 塩化ナトリウム水溶液  

ウ 硝酸カリウム水溶液 エ 水酸化バリウム水溶液 

問２ 水の電気分解により気体を発生させる実験を行った。 

＜実験３＞ 図３のような装置で，水酸化ナトリウム水溶液に一定の電

流を流して，電気分解を行った。発生した気体Ａと気体Ｂの体積比は，

１：２であった。発生した気体を調べるために，気体Ａに，火のついた

線香を入れると炎をあげて激しく燃えた。また，気体Ｂに，火のついた

マッチを近づけるとポンと音がして気体が燃えた。 

図３ 

 

⑴ 水の電気分解に水酸化ナ卜リウム水溶液を用いるのはなぜか，その理由を書きなさい。 

⑵ 気体Ａ，Ｂの化学式をそれぞれ書きなさい。 

⑶ 気体Ａ，Ｂのように，１種類の原子だけからできている物質を何というか，書きなさい。 
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⑷ 発生した気体Ａと気体Ｂの質量の比はいくらか，簡単な整数比で求めなさい。ただし，気体Ａと気体Ｂ

の密度の比は，16：１とする。 

⑸ 電気分解を行った後，図３の電源装置のかわりに，電子オルゴールをつなぐと，しばらく鳴り続けた。

この時に起こっている化学変化を化学反応式で書きなさい。 

 

問１ 

⑴   

⑵   

⑶ 
①   

②   

⑷   

問２ 

⑴  

⑵ 
気体Ａ   

気体Ｂ   

⑶   

⑷  ： 

⑸   

 

問１ 

⑴ ウ 

⑵ 水に溶けるとアルカリ性を示す。 

⑶ 
① 溶けやすい 

② 下がる 

⑷ ア 

問２ 

⑴ 水に電流を通しやすくするため。 

⑵ 
気体Ａ Ｏ２ 

気体Ｂ Ｈ２ 

⑶ 単体 

⑷ ８ ： １ 

⑸ ２Ｈ２ ＋ Ｏ２ → ２Ｈ２Ｏ 

 

問１ ⑴⑶ 発生するアンモニアは，空気よりも軽く，水に非常にとけやすいので，上方置換法で集める。 

 ⑵ アンモニアを水に溶かすとアンモニア水となり，アルカリ性を示す。 

 ⑷ アルカリ性のアンモニア水を中和するためには，酸性の水溶液を加える必要がある。ア～エの中で，酸性

の水溶液は硫酸である。 

問２ ⑵ 水→水素＋酸素 

 ⑷ 気体Ａは酸素，気体Ｂは水素であり，発生した体積比は１：２。また，密度(１cm３あたりの質量)の比がＡ：

Ｂ＝16：１であることから，発生した気体の質量の比は，16：２＝８：１ 

 ⑸ 化学電池のはたらきとなる。このとき，水の合成の反応が生じている。 
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【過去問 24】 

うすい塩酸とうすい水酸化ナトリウム水溶液を用いて，次の実験１，２を行った。各問いに答えよ。 

（奈良県 2011年度） 

実験１ 図１のように，Ａ，Ｂの２本の試験管にうす

い塩酸を５㎤ずつ入れ，Ａの試験管には水５㎤

を，Ｂの試験管にはうすい水酸化ナトリウム水

溶液５㎤を加えた。次に，それぞれの試験管にマ

グネシウムリボンを入れると，Ａでは気体がさ

かんに発生し，Ｂでは気体がおだやかに発生し

た。Ａ，Ｂで発生した気体をそれぞれ別の試験管

にとり，マッチの火を近づけると，どちらも音を

出して燃えた。 

図１ 

 

実験２ ビーカーにうすい塩酸５㎤とうすい水酸化ナ

トリウム水溶液５㎤を入れ，ＢＴＢ溶液を２，３

滴加えると，溶液の色は黄色になった。次に，う

すい水酸化ナトリウム水溶液１㎤を加えると，

溶液の色は青色になった。さらに，図２のように

こまごめピペットを用いてうすい塩酸を１滴ず

つ加え，そのたびにガラス棒でかき混ぜる操作

を，溶液の色が緑色になるまでくり返した。その

後，緑色になった溶液をスライドガラスに１滴

とり，水分を蒸発させて，残ったものを顕微鏡で

観察すると図３のような結晶が見えた。 

図２ 

 

図３ 

 

問１ 塩酸は，塩化水素が水にとけたものである。塩化水素が電離してできる陽イオンと陰イオンは何か。

それぞれイオン式を用いて書け。 

問２ 実験１のＡ，Ｂで発生した気体は同じであった。その気体の名称を書け。 

問３ 実験１のＢでは，Ａと比べ気体がおだやかに発生したのはなぜか。簡潔に書け。 

問４ 次の文は，実験２で溶液の色を緑色にするとき，うすい塩酸を１滴ずつ加えた理由について述べたもの

である。①，②の（   ）内のア，イから，適するものをそれぞれ１つずつ選び，その記号を書け。 

溶液の色が緑色になる直前では，少量のうすい塩酸により，溶液の色の変化が①（ア 急に  イ ゆ

っくりと）起こるので，うすい塩酸を加えすぎて溶液の色が②（ア 青  イ 黄）色にならないように

するため。 

問５ うすい塩酸とうすい水酸化ナトリウム水溶液を混ぜたときに起こった化学変化を化学反応式で書け。 
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問１ 
陽イオン   

陰イオン   

問２  

問３  

問４ 
①   

②   

問５   

 

問１ 
陽イオン Ｈ＋ 

陰イオン Ｃｌ－ 

問２ 水素 

問３ 例  中和が起こり，酸性の性質が弱められたため。 

問４ 
① ア 

② イ 

問５ ＨＣｌ ＋ ＮａＯＨ → ＮａＣｌ ＋ Ｈ２Ｏ 

 

問１ 塩酸(塩化水素)は，水に溶けると陽イオンである水素イオンと，陰イオンである塩化物イオンに電離する。 

問２ 塩酸に金属を加えることで，水素が発生する。 

問３ 気体の発生は，酸性が強くなるほど激しくなる。Ｂの試験管は中和が起こっているため，Ａの試験管よりも

酸性が弱くなっている。 

問４ 中和を行ってからはじめのうちは，未反応のうすい水酸化ナトリウム水溶液が多くあるために，うすい塩酸

を加え続けても，すぐに中性にはならない。一方，完全に中和するころになると，未反応のうすい水酸化ナトリ

ウム水溶液が少なくなるため，うすい塩酸をわずかに加えるだけで中性になってしまう。 

問５ 塩酸＋水酸化ナトリウム→水＋塩化ナトリウム 中和では必ず水と塩ができる。生じる塩は，混合する酸と

アルカリの種類によって異なる。 
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【過去問 25】 

美紀さんたちのクラスでは，「私たちの地球」についてグループごとにテーマを設定して発表を行った。次の

問１～問４に答えなさい。 

（和歌山県 2011年度） 

問１ 次の文は，「太陽系」について発表した内容の一部である。下の⑴～⑸に答えなさい。 

この表は，太陽系の８つの惑星の特徴についてまとめたものです。このうち金星は，望遠鏡で継続して観

測すると，ⓐ月のように満ち欠けすることがわかります。また，ⓑ地球には，液体の状態で大量に存在し，

多くの生命をはぐくんでいる物質があります。 

⑴ 表の①～⑥の６つの惑星のうち木

星はどれか。１つ選んで，その番号を

書きなさい。 

⑵ 表の①～⑥の６つの惑星のうち地

球型惑星はどれか。すべて選んで，そ

の番号を書きなさい。 

⑶ 表の８つの惑星について，正しく述

べている文はどれか。次のア～エの中

から１つ選んで，その記号を書きなさ

い。 

（理科年表などによる） 

 

太
陽
か
ら
の 

平
均
距
離 

[
地
球
＝
１] 

赤
道
直
径 

[

地
球
＝
１] 

質
量 [

地
球
＝
１] 

平
均
密
度 

[

物
質
１
㎤
あ
た

り
の
質
量(

ｇ)

］ 

公
転
周
期 

[

年] 

① 0.39 0.38 0.06 5.43 0.24 

金星 0.72 0.95 0.82 5.24 0.62 

地球 1.00 1.00 1.00 5.52 1.00 

② 1.52 0.53 0.11 3.93 1.88 

③ 5.20 11.21 317.83 1.33 11.86 

④ 9.55 9.45 95.16 0.69 29.46 

⑤ 19.22 4.01 14.54 1.27 84.02 

⑥ 30.11 3.88 17.15 1.64 164.77 

ア 質量が大きいほど，公転周期は長い。 

イ 質量が大きいほど，平均密度は大きい。 

ウ 太陽からの平均距離が長いほど，公転周期は長い。 

エ 太陽からの平均距離が長いほど，赤道直径は大きい。 

⑷ 下線ⓐについて，地球から金星が図１のような形にかがやいて見える

のは，図２で金星がどの位置にあるときか。ア～エの中から適切なもの

を１つ選んで，その記号を書きなさい。 

図２ 

 

図１ 

 

見えた金星の形 

※図は，望遠鏡で観察した像をさかさにして， 

肉眼で見たときの見え方に直してある。 

⑸ 下線ⓑについて，この物質は何か，化学式で書きなさい。 
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問２ 次の文は，「生命のつながり」について発表した内容の一部である。下の⑴～⑸に答えなさい。 

右の図は，エンドウの種子の形に着目して，遺伝のしくみをま

とめたものです。まるい種子をつくる遺伝子をＡ，しわのある種

子をつくる遺伝子をａとします。遺伝子の組み合わせがＡＡの

まるい種子のエンドウの花粉を，ａａのしわのある種子のエン

ドウのめしべに受粉させると，子はすべてＡａのまるい種子に

なります。さらに，この子どうしを自家受粉させると，孫には遺

伝子の組み合わせが①～④の種子ができ，まるい種子の数とし

わのある種子の数との比を，最も簡単な整数の比で表すと， 

ア ： イ  となります。 

 

⑴ 19世紀中ごろ，遺伝学の基礎を築く上で重要な役割を果たした人物はだれか。次のア～エの中から１つ

選んで，その記号を書きなさい。 

ア オーム イ ガリレオ ウ ニュートン エ メンデル 

⑵ 下線のように，一方の親の形質だけが子に現れるとき，一般に，その現れる形質を何というか，書きな

さい。 

⑶ 一般に，減数分裂で生殖細胞がつくられるときには，対になっている遺伝子が分かれて別々の生殖細胞

に入る。これを何の法則というか，書きなさい。 

⑷ 文中の  ア  ， イ  にあてはまる整数をそれぞれ書きなさい。 

⑸ 親から子へ，子から孫へと伝えられる遺伝子の本体は何か，書きなさい。 

問３ 次の文は，「電気とその利用」について発表した内容の一部である。下の⑴～⑸に答えなさい。 

ⓐ発
はっ

泡
ぽう

ポリスチレンの小球ａ，ｂ，ｃをそれぞれちがう種類の布で別々にま

さつして糸でつるすと，右の図のようになりました。これは静電気が原因で起

こる現象です。また，ⓑ 雷
かみなり

（いなずま）は，雲にたまった静電気が，空気中

を一気に流れる自然現象です。こうした静電気はごく短い時間しか流れません

が，ⓒ電池や発電機などの発明により，長い時間電流を流すことができるよう

になりました。これにより，今日，電気を利用したⓓさまざまな電気器具の使

用が可能になったのです。 
 

⑴ 下線ⓐについて，ａの小球をまさつした布と同じ種類の電気を帯びているのはどの小球か。ａ～ｃの中

からすべて選んで，その記号を書きなさい。 

⑵ 静電気が原因で起こる現象はどれか。次のア～エの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア 地球上で，方位磁針のＮ極は北をさす。 

イ 豆電球に電流を流すと，豆電球が光る。 

ウ セーターをぬぐとき，パチパチと音がする。 

エ 鉄くぎに巻いたコイルに電流を流すと，電磁石になる。 

⑶ 下線ⓑのように，たまっていた電気が流れ出す現象や，電気が空間を移動する現象を何というか，書き

なさい。 
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⑷ 下線ⓒについて，マンガン乾電池は何エネルギーを電気エネルギーに変換する装置か，書きなさい。 

⑸ 下線ⓓについて，一般に，電気器具が光や熱，音などを出したり，物体を動かしたりするときの能力を

表す単位は何か，その記号を書きなさい。 

問４ 次の文は，「酸性雨」について発表した内容の一部である。下の⑴～⑸に答えなさい。 

雨水は，空気中のⓐ二酸化炭素がとけているため，弱い酸性を示します。しかし，近年ⓑ石油や石炭を燃

やしたときに出る排煙や自動車の排出ガスなどにふくまれている物質が原因で，ⓒ強い酸性の雨が降ること

があり，問題となりました。 

⑴ 次のア～エのうち，酸性を示す水溶液はどれか。１つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア アンモニア水 イ 石灰水 ウ 食塩水 エ 食酢 

⑵ 酸性を示す水溶液中には，水素イオンがある。水素イオンをイオン式で書きなさい。 

⑶ 下線ⓐについて，この気体を発生させる方法として適切なものはどれか。次のア～エの中から１つ選ん

で，その記号を書きなさい。 

ア 亜鉛にうすい塩酸を加える。 

イ 石灰石にうすい塩酸を加える。 

ウ 二酸化マンガンにうすい過酸化水素水を加える。 

エ 塩化アンモニウムと水酸化カルシウムの混合物を加熱する。 

⑷ 下線ⓑについて，石油や石炭などのように，有機物が地中で長い間に変化してできたエネルギー資源を

まとめて何燃料というか，書きなさい。 

⑸ 下線ⓒによって，色が変化する指示薬はどれか。次のア～ウの中から適切なものを１つ選んで，その記

号を書きなさい。また，変化したあとの色は何色か，書きなさい。 

ア 赤色リトマス紙 イ 緑色のＢＴＢ溶液 ウ 無色のフェノールフタレイン溶液 
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問１ 

⑴  

⑵  

⑶   

⑷   

⑸   

問２ 

⑴   

⑵   形質 

⑶   の法則 

⑷ ア  イ  

⑸   

問３ 

⑴   

⑵   

⑶   

⑷   エネルギー 

⑸   

問４ 

⑴  

⑵  

⑶  

⑷   燃料 

⑸ 記号  色  
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問１ 

⑴ ③ 

⑵ ①，② 

⑶ ウ 

⑷ ウ 

⑸ Ｈ２Ｏ 

問２ 

⑴ エ 

⑵ 優性 形質 

⑶ 分離 の法則 

⑷ ア ３ イ １ 

⑸ ＤＮＡ 

問３ 

⑴ ｂ，ｃ 

⑵ ウ 

⑶ 放電 

⑷ 化学 エネルギー 

⑸ Ｗ 

問４ 

⑴ エ 

⑵ Ｈ＋ 

⑶ イ 

⑷ 化石 燃料 

⑸ 記号 イ 色 黄色 

 

問１ ⑴ 木星は，太陽系最大の惑星である。 

 ⑵ 地球型惑星は，岩石でできており密度が大きい。木星型惑星は気体が多く，密度が小さい。 

 ⑷ 金星のかがやいている方向に太陽がある。 

 ⑸ 生物が生きていくためには，水が必要である。 

問２ ⑵ 異なる対立形質をもつ純系どうしをかけ合わせたときに子に現れる形質を優性形質という。 

 ⑷ ＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：１ より，まる：しわ＝３：１となる。 

問３ ⑴ 同じ種類の電気は退け合い，異なる種類の電気は引き合う。 

 ⑷ 乾電池は，化学変化を利用して，物質から化学エネルギーを電気エネルギーとして取り出している。 

問４ ⑶ アは水素，ウは酸素，エはアンモニアが発生する。 

 ⑸ 赤色リトマス紙はアルカリ性を調べることができる。フェノールフタレイン溶液は，アルカリ性の強さを調

べることができる。 
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【過去問 26】 

電池について調べるために，次の実験１～実験３を行った。問１～問５に答えなさい。 

（岡山県 2011年度） 

〈実験１〉 ビーカーにうすい塩酸を入れ，亜鉛板と銅板を互いに触れ

ないように入れる。その後，図１のように，光電池用のモーターを

亜鉛板と銅板につなぐ。 

【結果】 モーターをつなぐ前は，銅板には変化がみられないが

亜鉛板からは気体が発生した。 

  モーターをつなぐと，銅板から気体が発生すると同時に，

モーターが回った。 

図１ 

 

〈実験２〉 図２の材料を用意して，電気を通さない台

の上で，これらの材料を重ね合わせて，電圧計に

接続する。 

【結果】 電圧計の針がふれた。 

 

図２ 

 

〈実験３〉 操作１ 図３のように，ビーカーにうすい

水酸化ナトリウム水溶液を入れ，２

本の電極（炭素棒）を互いに触れない

ように入れた後，電源装置でしばら

く電気を流す。 

 操作２ 電源装置を外し，図４のように光

電池用のモーターにつけ替える。 

図３ 図４ 

  

【結果】 操作１ どちらの電極（炭素棒）からも気体が発生した。 

  操作２ モーターが図４の矢印アの向きに回転した。 

問１ 実験１で，モーターが回転しているときの電流の流れる方向と電子の移動する方向について，図１の矢

印ａ，ｂを使って説明した文として最も適当なのは，⑴～⑷のうちではどれですか。 

⑴ 電流はａの方向に流れ，電子はａの方向に移動する。 

⑵ 電流はａの方向に流れ，電子はｂの方向に移動する。 

⑶ 電流はｂの方向に流れ，電子はａの方向に移動する。 

⑷ 電流はｂの方向に流れ，電子はｂの方向に移動する。 

問２ 実験１のうすい塩酸につけた亜鉛板では，Ｚｎ → Ｚｎ２＋ ＋  （ は電子）の変化が起こっ

ている。亜鉛イオン１個には，いくつの電子がありますか。なお，亜鉛原子１個には30個の陽子がある。 
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問３ 実験２では，実験１でつくった電池を参考にして，身近な材料を使うことと用いる塩酸の量を少なくす

ることを目的に電池をつくった。実験２の下線部を図で模式的に表したもの（真上から見た図）として適

当なのは，⑴～⑸のうちではどれですか，二つ答えなさい。なお，⑴～⑸の図では，図中の● は電圧計の

端子に接続する点を示し，銅板，アルミニウムはく，ろ紙の重なっている部分は互いに触れているものと

する。 

 

問４ 実験３では，操作２の結果からこの実験装置は電池となっていることがわかる。これは水の電気分解と

逆の化学変化が起こったためと考えられる。この化学変化を化学反応式で表しなさい。 

問５ 実験３でモーターが回転しているとき，図４のＡ極が＋極，－極のどちらになっているのかを，乾電池

と操作２で用いたモーターを使って調べたい。図４の矢印ア，イとモーターの接続端子Ｘ，Ｙの記号を必

要に応じて用い，適当な操作と判断の仕方を説明しなさい。 

 

問１  

問２   個 

問３ と 

問４   

問５  

 

問１ ３ 

問２ 28 個 

問３ ３ と ４ 

問４ ２Ｈ２ ＋ Ｏ２ → ２Ｈ２Ｏ 

問５ 

乾電池の＋極とＸを，－極とＹをつないだときに，モーターがアの

方向に回転すればＡ極が＋極，イの方向に回転すれば，Ａ極が－極

である。 

 

問１ 電流は，電池の＋極から－極に向かう向きに流れる。また，電子の移動する向きは電流の向きと逆である。 

問２ 原子には陽子と原子が同数存在するので，亜鉛原子１個には 30個の電子がある。２個の電子を放出してイオ

ンになるので，亜鉛イオン１個にある電子は 30－２＝28[個]。 

問３ ２つの金属が互いに接触していないものを選ぶ。 

問４ 水の電気分解と逆の化学変化であるから，２Ｈ２＋Ｏ２→２Ｈ２Ｏ 

問５ 図４ではモーターがアの向きに回転しているので，乾電池をつないだときにモーターがアの向きに回転すれ

ば図４の電池の向きとつないだ乾電池の向きが同じ，イの向きに回転すれば逆ということがわかる。 
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【過去問 27】 

Ｙさんは，中和について調べるために，次の実験を行った。下の問１，問２に答えなさい。 

（山口県 2011年度） 

［実験］ 

① うすい塩酸を試験管に入れ，ＢＴＢ液を数滴加えたところ，水

溶液の色が黄色に変化した。この試験管に，マグネシウムリボン

を入れると，図１のＡのように，気体が発生した。 

② ①の試験管に，こまごめピペットでうすい水酸化ナトリウム

水溶液を１滴ずつ加えていくと，図１のＢのように，しだいに気

体の発生が弱くなっていった。 

③ ②の操作を続けていくと，図１のＣのように，気体が発生しな

くなり，水溶液の色が緑色に変化した。このとき，②の操作をや

めた。 

図１ 

 

問１ ［実験］の①の下線部について，発生した気体は何か。書きなさい。 

問２ ［実験］の②の下線部のようになったのは，うすい水酸化ナトリウム水溶液によって中和が起こってい

たからである。中和とはどのような反応か。「酸」，「アルカリ」，「性質」という語を用いて書きなさい。 

 

問１  

問２  

 

問１ 水素 

問２ 酸とアルカリが，たがいの性質を打ち消し合う反応 

 

問１ マグネシウムリボンをうすい塩酸に入れると水素が発生する。 

問２ 酸とアルカリがたがいの性質を打ち消し合う反応を中和という。 
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【過去問 28】 

次の文章は，Ｙさんが燃料電池について調べたことを，クラスで発表するための原稿の一部である。下の問

１，問２に答えなさい。 

（山口県 2011年度） 

 

問１ 図１は，下線部におけるエネルギーの変換を表したものである。 Ａ  ， Ｂ  にあてはまる語をそ

れぞれ書きなさい。 

図１ 

 

問２ Ｙさんが上の原稿を使って発表するとき，クラスの人たちに，燃料電池を利用した自動車のしくみを説

明するために用いる図として最も適切なものを，次の１～４から選び，記号で答えなさい。ただし，図中

の細い矢印「 」は水素，酸素，水の流れを表し，太い矢印「 」は電気エネルギーの流れを表して

いる。 

 

 

問１ Ａ  Ｂ  

問２  

 

問１ Ａ 化学 Ｂ 運動 

問２ ２ 

 

問１ 燃料電池は化学エネルギーを電気エネルギーに，モーターは電気エネルギーを運動エネルギーに変換する。 

問２ 水素と酸素を外部から燃料電池に取り込んで水を排出するから，２である。 
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【過去問 29】 

電気分解について，問１～問５に答えなさい。 

（徳島県 2011年度） 

 実験１  

① 図１のように，うすい塩酸を満たした電気分解装置を電源装

置につないだ。 

② 電源装置のスイッチを入れ，５分間，一定の電流を流したと

ころ，陰極（－極）・陽極（＋極）付近から気体が発生した。

その結果，陰極側には l0.0㎤の気体がたまったが，陽極側の容

器の中にはほとんど気体はたまらなかった。 

図１ 

 

 実験２  

① 新たな電気分解装置に，少量の水酸化ナトリウムを加えた水

を満たし，図１のように電源装置をつないだ。 

② 電源装置のスイッチを入れ，５分間，一定の電流を流し

た。図２は，そのときの電流を流した時間と陰極・陽極付近か

ら発生した気体の体積との関係を調べた結果を示したものであ

る。 

図２ 

 

問１  実験１  で使った塩酸は，塩化水素が水に溶けた水溶液である。次の式は，塩化水素が水に溶けてイ

オンに分かれるようすを表したものである。（  ）にあてはまるイオン式を，それぞれ書きなさい。 

ＨＣｌ → （  ） ＋ （  ） 

問２  実験１  ②で，陽極の上部の液を使って，陽極付近から発生した気体が塩素であることを確かめた

い。その方法として最も適切なものはどれか，ア～エから選びなさい。 

ア 赤インキで着色した水に加え，赤色が無色に変化するかどうかを調べる。 

イ フェノールフタレイン溶液を加え，無色から赤色に変化するかどうかを調べる。 

ウ デンプン溶液を加え，無色から青紫色に変化するかどうかを調べる。 

エ 塩化コバルト紙につけて，青色から赤色に変化するかどうかを調べる。 

問３  実験２  ①で，水に少量の水酸化ナトリウムを加える理由は何か，書きなさい。 
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問４ 図３は， 実験２  ②で起こった水の電気分解のようすを，モデルを使って表したものである。図３

のすべての水分子が分解されたとして， Ⓐ  に陰極付近から発生した気体の分子モデル， 

 Ⓑ  には陽極付近から発生した気体の分子モデルをそれぞれかき，図３を完成させなさい。ただし，●，

○は，水分子をつくっている２種類の原子を表している。 

図３ 

 

問５  実験２  ②において，0.l50ｇの水を電気分解するためには，同じ強さの電流を何分間流す必要がある

と考えられるか，求めなさい。ただし，水素，酸素 100㎤の質量は，それぞれ 0.008ｇ，0.134ｇとする。 

 

問１   

問２   

問３  

問４ 

 

問５   分間 

 

問１ Ｈ＋ Ｃｌ－ 

問２ ア 

問３ 電気を通しやすくするため。 

問４ 

 

問５ 100 分間 

 

問１ 塩化水素→水素イオン＋塩化物イオン 

問２ 塩素は，消毒剤などに用いられる。また，漂白作用をもつ。 

問４ ●は酸素原子，○は水素原子を意味する。陰極には水素，陽極には酸素が発生する。それぞれの原子は２個

ずつ結合して１分子となっているので，陰極には，Ｈ２が４個，陽極にはＯ２が２個生じる。 

問５ 水素と酸素は体積比２：１で反応することから，水素 200 ㎤，酸素 100 ㎤を混合した場合に，0.008×２＋

0.134＝0.150 となり，0.150ｇの水が生じることになる。また，このことから，0.150ｇの水を電気分解するこ

とにより，水素 200㎤，酸素 100㎤で合計 300㎤の気体が得られることになる。図２より，４分間で発生する気

体の合計の体積は，８＋４＝12[㎤] であるため，300 ㎤の気体を得るために必要な時間を x [分]とすると，

４：12＝x：300 x＝100[分] 
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【過去問 30】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（香川県 2011年度） 

問１ 化学変化の前後で，物質の質量がどのように変化するかを調べるために，次の実験Ⅰ，Ⅱをした。これ

に関して，あとの⑴～⑷の問いに答えよ。 

実験Ⅰ 下の図Ⅰのように，うすい塩酸 10.Oｇを電子てんびんではかりとった。次に，はかりとったうすい塩

酸に石灰石を静かに加えて反応させたところ，気体が発生した。気体が発生しなくなった後，反応後の容

器の中に残った物質の質量を，電子てんびんではかった。この方法で，うすい塩酸 10.0ｇに対して，加え

る石灰石の質量を，0.5ｇ，1.Oｇ，1.5ｇ，2.0ｇ，2.5ｇ，3.Oｇ，3.5ｇにして，それぞれ実験した。下の

表は，その結果をまとめたものである。 

図Ⅰ 

 

表 

うすい塩酸の質量[ｇ] 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 

加えた石灰石の質量[ｇ] 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 

容器の中に残った物質の質量[ｇ] 10.3 10.6 10.9 11.2 11.7 12.2 12.7 

⑴ 実験Ⅰで発生した気体は二酸化炭素である。次のア～エのうち，二酸化炭素が発生する実験はどれか。

一つ選んで，その記号を書け。 

ア 二酸化マンガンにオキシドールを加える イ 酸化銀を熱する 

ウ 亜鉛にうすい硫酸を加える エ 炭酸水素ナトリウムを熱する 

⑵ 実験Ⅰにおける，加えた石灰石の質量と，発生した気体の質量との関係を，グラフに表せ。 

⑶ 実験Ⅰで用いたのと同じうすい塩酸を，15.Oｇはかりとった。はかりとったうすい塩酸に，ある質量の

石灰石を加え，気体が発生しなくなってから，容器の中に残った物質の質量をはかると 17.3ｇであった。

このとき，加えた石灰石の質量は何ｇか。 

実験Ⅱ 下の図Ⅱのように，銅の粉末をステンレス皿に入れて，質量を電子てんびんではかった。次に，その

銅の粉末を，ガスバーナーで十分に加熱した。よく冷やしてから，質量を電子てんびんではかったところ，

質量は増えていた。 
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図Ⅱ 

 

⑷ 次の文は，実験Ⅱの結果についてまとめようとしたものである。文中のａ，ｂの    内にあてはまる

最も適当な物質名を，それぞれ書け。また，あとのア～エのうち，ｃの    内にあてはまる最も適当な

ものを一つ選んで，その記号を書け。 

実験Ⅱでは，銅の粉末を加熱すると，銅と空気中の  ａ  が化合し， ｂ  ができた。反応後，化

合した  ａ  の分だけ質量が増えた。この反応を，密閉した容器の中で実験すると，反応の前後で容器

を含めた全体の質量は変わらないと考えられる。これは，この化学変化の前後で， 

 ｃ  からである。 

ア 物質をつくる原子の組み合わせは変わるが，全体の原子の数は変わらない 

イ 物質をつくる原子の組み合わせは変わらないが，全体の原子の数は変わる 

ウ 物質をつくる原子の組み合わせ，全体の原子の数ともに変わる 

エ 物質をつくる原子の組み合わせ，全体の原子の数ともに変わらない 

問２ 異なる５種類の水溶液Ⓐ～Ⓔがある。これらの水溶液は，下の    内に示した水溶液のうちのいずれ

かである。 

 砂糖水 うすい塩酸 うすい水酸化ナトリウム水溶液 うすいアンモニア水 食塩水 

水溶液Ⓐ～Ⓔが，それぞれどの水溶液であるかを調べるために，次の実験Ⅰ～Ⅲをした。これに関して，

あとの⑴～⑸の問いに答えよ。 

実験Ⅰ Ⓐ～Ⓔのにおいをかいでみると，ⒶとⒺにだけ刺激臭があった。 

実験Ⅱ Ⓐ～Ⓔを，それぞれ別の試験管にとり，緑色のＢＴＢ溶液を１～２滴加えた。このとき，加えたＢＴ

Ｂ溶液の色は，Ⓐ，Ⓓでは青色になり，Ⓔでは黄色になり，Ⓑ，Ⓒでは緑色のままであった。 

実験Ⅲ Ⓐ～Ⓔを，それぞれスライドガラスに１滴とって，ガスバーナーで十分に熱してみると，Ⓑ，Ⓒ，Ⓓは

固体が残ったが，Ⓐ，Ⓔは何も残らなかった。Ⓑを熱して残った固体はこげて黒くなっていた。 

⑴ 水溶液Ⓐ～Ⓔのうち，うすいアンモニア水はどれか。一つ選んで，その記号を書け。 

⑵ 水溶液Ⓐ～Ⓔのうち，溶質が有機物の水溶液はどれか。一つ選んで，その記号を書け。 

⑶ 水溶液Ⓐ～Ⓔのうち，マグネシウムリボンを入れると気体が発生する水溶液はどれか。一つ選んで，

その記号を書け。 
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⑷ 右の図のような装置を用いて，水溶液Ⓔに電流を流したところ，

両極からさかんに気体が発生した。このとき，陽極と陰極から発生

した気体はそれぞれ何か。その名称を書け。 

⑸ 水溶液Ⓒの溶質は，水溶液中で電離している。その溶質の電離の

ようすを，化学式とイオンの記号を用いて表せ。 

 
 

問１ 

⑴   

⑵ 

 

⑶   ｇ 

⑷ 

ａ    

ｂ    

ｃ   

問２ 

⑴   

⑵   

⑶   

⑷ 
陽極   

陰極   

⑸    

 



12 化学変化とイオン(中３) 水溶液とイオン・電池・酸 アルカリ 2011 年度 

69 

問１ 

⑴ エ 

⑵ 

 

⑶ 3.5 ｇ 

⑷ 

ａ 酸素 

ｂ 酸化銅 

ｃ ア 

問２ 

⑴ Ⓐ 

⑵ Ⓑ 

⑶ Ⓔ 

⑷ 
陽極 塩素 

陰極 水素 

⑸ ＮａＣｌ → Ｎａ＋ ＋ Ｃｌ－ 

 

問１ ⑴ ア，イは酸素，ウは水素の発生方法である。 

⑶ ⑵のグラフより，うすい塩酸 10.0ｇと完全に反応する石灰石の質量は 2.0ｇである。塩酸 15.0ｇと完全に反応

する石灰石を x[ｇ]とすると，10.0：2.0＝15.0：x x＝3.0[ｇ] 10.0ｇの塩酸と過不足なく反応する石灰石 2.0

ｇを入れたときに（合計の質量 12.0ｇ），容器の中に残る物質の質量が 11.2ｇとなることから，うすい塩酸 15.0

ｇに対して過不足なく反応する 3.0ｇの石灰石を加えたときに（合計の質量 18.0ｇ），容器の中に残る物質の質

量を y[ｇ]とすると，12.0：11.2＝18.0：y y＝16.8[ｇ] このことから，反応せずに残っている石灰石の質量

は，17.3－16.8＝0.5[ｇ] よって，加えた石灰石の質量は，3.0＋0.5＝3.5[ｇ] 

問２ ⑵ 有機物を加熱すると，黒くこげる。 

⑶ 酸性の水溶液を選ぶ。 

⑷ 塩酸→塩素＋水素 塩化物イオンはＣｌ－なので，陽極に集まる性質がある。 
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【過去問 31】 

図１のような装置を用いて，塩化銅水溶液を電気分解した。下の     内は，実験後の恵さんと広さんと

先生の会話の一部である。次の各問の答を，答の欄に記入せよ。 

（福岡県 2011年度） 

先生 「塩化銅水溶液に電流を流すと，それぞれの電極ではどんな変化が見ら

れましたか。」 

恵 「＋
ﾌﾟﾗｽ

極からは気体が発生し，－
ﾏｲﾅｽ

極には赤い物質が付着しました。」 

広 「－極に付着した物質は金属のようです。なぜなら，ろ紙にとり出して

乳
にゅう

棒
ぼう

でこすると（  ）が見られたからです。また，色が赤いので

銅だと思います。」 

先生 「そうですね。では，＋極から発生した気体は何でしょうか。」 

恵 「塩素だと思います。その理由は，プールの消毒のにおいがしたことや，

①うすい塩酸の電気分解でも＋極から塩素が発生したからです。」 

図１ 

 

広 「そう考えると，うすい塩酸や塩化銅水溶液には，電気分解によって＋極から塩素が発生するような，

共通の何かがあるのかな。」 

先生 「よく気づきましたね。うすい塩酸や塩化銅水溶液には，塩化物イオンという粒
りゅう

子
し

が共通に存在し

ています。この粒子があることで，②２つの水溶液の電気分解では，ともに＋極から塩素が発生す

るのです。」 

問１ 文中の（  ）に入る，金属がもつ共通の性質は何か。適切な語句を入れよ。 

問２ 下線部①の化学変化を，化学反応式で書け。 

問３ 下線部②について，塩素の発生が＋極で起こる理由を，「塩化物イオンが，」の書き

出しで，簡潔に書け。 

図２ 

 

問４ 図２は，塩化銅が水に溶けて電
でん

離
り

したようすを，銅イオンを●，塩化物イオンを○として，モデルで表

そうとしたものである。図２に塩化物イオンを記入し，完成させよ。 

 

問１  

問２   

ＨＣＬ0.2でも可） ｇ 

問３ 
塩化物イオンが， 

 

問４ 
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問１ 金属光沢（光沢） 

問２ ２ＨＣｌ → Ｈ２ ＋ Ｃｌ２ 

ＨＣＬ0.2でも可） ｇ 

問３ 

塩化物イオンが， 

例 

－の電気を帯びているから。 

問４ 

 

 

問１ 金属をこすると金属特有の光沢（金属光沢）があらわれる。 

問２ 塩酸ＨＣｌを電気分解すると，＋極で塩素Ｃｌ２，－極で水素Ｈ２が発生する。原子の数が化学反応の前後で同じで

あることに注意すると，２ＨＣｌ→Ｈ２＋Ｃｌ２ 

問３ 塩化物イオンＣｌ－は－の電気を帯びているので，＋極に引き寄せられる。 

問４ 塩化銅ＣｕＣｌ２は電離して，銅イオンＣｕ２＋１個に対して塩化物イオンＣｌ－２個を生じる。図２には銅イオン２個

がかかれているので，塩化物イオンを４個かけばよい。 
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【過去問 32】 

次の実験１，２について，あとの問いに答えなさい。 

（長崎県 2011年度） 

【実験１】 図１のように固体のロウを弱火でとかして液体にし，その後，冷やしてロウを固体にした。そのよ

うすを観察したところ，固まったロウが入ったビーカーの断面は図２のようになった。ただし，図中の点

線は，冷えはじめる前の液面の位置を示している。なお，ロウが固まる前と，ロウが固まった後の質量は

同じであった。 

図１ 図２ 

   

問１ 下線部について，固体がとけて液体に変化するときの温度を何というか。 

問２ 液体のロウを冷やして固体にしたとき，密度はどのように変化するか。実験１の結果から考えられるこ

とを用いて，理由を含めて説明せよ。 

【実験２】 図３のように，食塩水（塩化ナトリウム水溶液）に電
でん

極
きょく

（炭素棒）を入れ，電流が流れるかどうか

を調べたところ，豆電球がつき電流が流れた。 

図３ 

 

問３ 実験２の食塩（塩化ナトリウム）のように，水に溶けたとき電
でん

離
り

して，電流が流れる物質を何という

か。 

問４ 食塩水には，ナトリウムイオンが含まれており，ナトリウムイオンはＮａ＋で表される。ナトリウム原子

からナトリウムイオンができるときの説明として正しいものは，次のどれか。 

ア ナトリウム原子が１個の電子を失って陽イオンになった。 

イ ナトリウム原子が１個の電子を受け取って陽イオンになった。 
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ウ ナトリウム原子が１個の電子を失って陰イオンになった。 

エ ナトリウム原子が１個の電子を受け取って陰イオンになった。 

問５ 食塩水に電流を流したとき，＋極（陽極）から，プールの消
しょう

毒
どく

剤
ざい

のような刺
し

激
げき

臭
しゅう

がする気体が発生し

た。また，この気体に赤い水性インクをつけたろ紙を近づけたらインクの色が消えた。この気体の化学式

を書け。 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５  

 

問１ 融点 

問２ 

図２より液体のロウが固体のロウになると，体積が減少することがわかる。体

積が減少しても，質量が変わらないので，液体のロウに比べて固体のロウの密

度は大きくなる。 

問３ 電解質 

問４ ア 

問５ Ｃｌ２ 

 

問２ ロウが液体から固体に変化すると体積が小さくなるが，質量は変わらない。よって，体積が小さくなる固体

のほうが密度が大きくなる。 

問４ 陽イオンは原子が電子を失うことでできる。 

問５ 塩素には漂白作用，殺菌作用がある。 
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【過去問 33】 

次の各問いに答えなさい。 

（熊本県 2011年度） 

問１ 明夫さんは，理科の授業で，Ⓐ鉄と硫黄の化学反応について実験を

行った。鉄粉 14ｇと硫黄の粉８ｇをよく混ぜ合わせた混合物を，２本

の試験管に半分ずつ分けた。２本の試験管のうち，１本はそのままの

状態にしておき，もう１本は 14 図のように試験管の口に脱脂綿でゆ

るく栓をし，ガスバーナーで混合物の上部を加熱した。Ⓑ混合物が赤

くなりはじめたところで加熱をやめたが，赤い部分が試験管の底の方

へ移動していき，すべての鉄と硫黄が反応した。反応後，試験管の中

には黒い物質ができた。 

⑴ 下線部Ⓐについて，鉄，硫黄のように，１種類の原子からできてい

る物質を単体という。鉄，硫黄のほかに単体を一つあげ，その物質名

と化学式を答えなさい。 

14図 

 

⑵ 下線部Ⓑについて，加熱をやめた後も反応が続いた理由を書きなさい。 

⑶ 加熱した試験管が冷えた後，２本の試験管にそれぞれ磁石を近づけると，①（ア 加熱した  イ そ

のままの状態にした）試験管だけが引きつけられた。また，２本の試験管にそれぞれうすい塩酸を２～３

滴加えると，②（ア 加熱した  イ そのままの状態にした）試験管からは刺激臭のある気体が発生し

たが，もう一方の試験管から発生した気体にはにおいはなかった。このことから，反応によってできた黒

い物質は，もとの混合物とは異なる物質であることがわかった。 

 ①，②の（  ）の中からそれぞれ正しいものを一つ選び，記号で答えなさい。 

⑷ 反応によってできた黒い物質の物質名を答えなさい。また，加熱した試験管の中でおきた化学変化を化

学反応式で表しなさい。 

問２ 和美さんと明夫さんは，マグネシウムを使って，

酸性やアルカリ性の水溶液について実験を行っ

た。 

まず，うすい塩酸を入れた試験管にマグネシウ

ムリボンを入れたところ，①気体が発生した。発生

した気体にマッチの火を近づけると気体が燃え

た。 

15図 

 

次に，ビーカーにＢＴＢ液を加えたうすい塩酸を入れ，②こまごめピペットを用いてうすい水酸化ナト

リウム水溶液を加え，水溶液が緑色になったところで，15図のようにマグネシウムリボンを入れた。この

とき，気体は発生しなかった。 

さらに，緑色になった水溶液にうすい水酸化ナトリウム水溶液を加えたところ，水溶液は青色になったが，

気体は発生しなかった。 

⑴ 下線部①について，発生した気体の化学式を答えなさい。 
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⑵ 下線部②について，こまごめピペットを用いてビーカーの中にうすい水酸化ナトリウム水溶液を加える

とき，どんなことに気をつけるか。うすい水酸化ナトリウム水溶液の加え方と，加えた後の操作につい

て，それぞれ書きなさい。 

実験を終えて，二人は次のような会話をした。 

和美：ＢＴＢ液などの色の変化によらないで，中性の水溶液をつくることはできないかな。 

明夫：水溶液が緑色になったら気体は発生しなかったよね。発生する気体の量を調べることで，中性の水溶液

をつくることができるのではないかな。 

そこで和美さんと明夫さんは，16 図のように，マグネ

シウムリボンを入れた三角フラスコに，滴下ろうとを用

いてうすい塩酸 10.0cm3 を入れたときに発生する気体の

体積を調べた。その後，三角フラスコを空にしたものにマ

グネシウムリボンを入れ，うすい塩酸 10.0cm3に加えるう

すい水酸化ナトリウム水溶液の量だけを変えて混ぜ合わ

せた水溶液をつくり，同じ手順で実験をくり返し行った。

17表は，その結果を示したものである。 

16図 

 

なお，どの場合においても反応後にマグネシウムリボンは残っていた。 

17表 

うすい塩酸〔cm3〕 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 

うすい水酸化ナトリウム水溶液〔cm3〕 0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 

発生した気体の体積〔cm3〕 83.3 52.8 23.2 0 0 0 

⑶ 17表から，うすい水酸化ナトリウム水溶液の量と発生した気体の体積の関係を示すグラフをかきなさ

い。 

⑷ この実験で用いたうすい塩酸 7.0cm3に，この実験で用いたうすい水酸化ナトリウム水溶液を何 cm3加え

ると，中性の水溶液にすることができるか。小数第２位を四捨五入したとき最も近い値を，次のア～オか

ら一つ選び，記号で答えなさい。 

ア 2.8cm3 イ 3.9cm3 ウ 4.2cm3 エ 5.5cm3 オ 6.Ocm3 

⑸ この実験で用いたうすい塩酸 10.Ocm3に，この実験で用いたうすい水酸化ナトリウム水溶液を 2.Ocm3加

えて混ぜ合わせた水溶液をつくり，スライドガラス上に１滴とり乾燥させると，白い結晶が見られた。こ

の白い結晶の物質名を答えなさい。 
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問１ 

⑴ 
物質名   

化学式   

⑵  

⑶ 
①   

②   

⑷ 
物質名   

化学反応式   

問２ 

⑴   

⑵ 
加え方  

化学反応式  

⑶ 

 

⑷   

⑸   
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問１ 

⑴ 
物質名 例  銅 

化学式 例  Ｃｕ 

⑵ 鉄と硫黄の反応で熱が発生したから。 

⑶ 
① イ 

② ア 

⑷ 
物質名 硫化鉄 

化学反応式 Ｆｅ ＋ Ｓ → ＦｅＳ 

問２ 

⑴ Ｈ２ 

⑵ 
加え方 １滴ずつ加える。 

化学反応式 ビーカーを軽く動かす。 

⑶ 

 

⑷ イ 

⑸ 塩化ナトリウム 

 

問１ ⑶ 加熱によって生じた物質には，反応前の鉄や硫黄の性質はない。 

 ⑷ 鉄＋硫黄→硫化鉄 

問２ ⑴ 塩酸に金属を加えると，水素が発生する。 

 ⑷ うすい塩酸 10cm3を中和するために，うすい水酸化ナトリウム水溶液を 2.0cm3加えるごとに，発生する気体

が（30.5＋29.6）÷2＝30.05[cm3]ずつ減少している。このことから，83.3cm3の気体の発生を減少させる（中和

させる）ために必要なうすい水酸化ナトリウム水溶液の体積を x[cm3]とすると，2.0：30.05＝x：83.3 x＝

5.54[cm3] これは，うすい塩酸 10.0cm3を用いた場合なので，うすい塩酸 7.0[㎤]を用いた場合を y[cm3]とする

と，10.0：5.54＝7.0：y y＝3.878[cm3] 

 ⑸ うすい水酸化ナトリウム水溶液を 2.0cm3加えた場合，あまっている水酸化ナトリウムはないため，得られる

結晶は食塩だけである。 
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【過去問 34】 

うすい硫酸に水酸化バリウム水溶液を加えたときの化学変化を調べるために，次の実験を行った。問１～問

５に答えなさい。 

（大分県 2011年度） 

１ うすい硫酸と水酸化バリウム水溶液を，そ

れぞれ十分な量用意した。 

２ うすい硫酸を 20 ㎤入れたビーカーＡ～Ｅ

を用意し，それぞれに緑色のＢＴＢ液を数滴

加えた。 

３ 図１のように，ビーカーＡ～Ｅに水酸化バ

リウム水溶液を 10㎤，20㎤，30㎤，40㎤，

50㎤加えたところ，すべてのビーカーに白い

物質ができた。 

図１ 

 

４ ビーカーＡ～Ｅの混合液をそれぞれろ過

し，白い物質とろ液に分けた。白い物質は乾

燥させたのち，質量を測定した。ろ液は色を

確認した。 

表は，２ ～ ４ の結果をまとめたもので

ある。 

表       

ビーカー Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ  

うすい硫酸の体積

[㎤] 
20 20 20 20 20  

水酸化バリウム水溶

液の体積[㎤] 
10 20 30 40 50  

乾燥させた白い物質

の質量[ｇ] 
0.4 0.8 1.2 1.6 1.6  

ろ液の色 黄 黄 ⒜ ⒝ ⒞  

       

問１ ３ の白い物質は中和でできた塩である。このように，中和で塩ができる水溶液の組み合わせとして適

切なものを，ア～エから１つ選び，記号で書きなさい。 

ア 塩酸，炭酸水 イ 塩酸，水酸化ナトリウム水溶液 

ウ アンモニア水，石灰水 エ アンモニア水，水酸化ナトリウム水溶液 

問２ 表の⒜，⒞に当てはまるろ液の色は何か，それぞれ書きなさい。 

問３ 図２は，４ でろ過するときの実験図の一部を示している。図３の器具を使って，解答欄の実験図を完成

させなさい。 

図２  図３ 
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問４ 表をもとにして，加えた水酸化バリウム水溶液の体積と乾燥させた白い物質の質量の関係を，グラフに表

しなさい。 

問５ 別のビーカーに １ の水酸化バリウム水溶液を 12㎤入れ，こまごめピぺットで １ のうすい硫酸を１㎤

ずつ加え，液全体を中性にした。中性にするまでに加えたうすい硫酸の体積は何㎤か，求めなさい。 

 

問１  

問２ 
ａ   

ｃ   

問３ 

 

問４ 

 

問５   ㎤ 
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問１ イ 

問２ 
ａ 黄 

ｃ 青 

問３ 

 

問４ 

 

問５ ６ ㎤ 

 

問１ 酸とアルカリを混合したときに，互いの性質を打ち消し合う反応を中和という。アは，酸性の水溶液どうし，

ウ，エはアルカリ性の水溶液どうしである。 

問２ 水酸化バリウム水溶液の体積を増やすにつれ，生じた(乾燥させた)白い物質の質量も比例関係で増加してい

る。Ｄまでは比例関係がみられるが，Ｅでは比例していないことから，Ｄが完全に中和したビーカーであること

がわかる。よって，ａは黄色，ｂは緑色，ｃは青色となる。 

問３ ろうとのあしのとがったほうをビーカーのかべにつけ，ガラス棒を使ってビーカーの液をろうとに注ぐ。 

問５ Ｄのビーカーが完全に中和してることから，中和に必要な硫酸と水酸化バリウム水溶液の体積比は，１：２

である。水酸化バリウム水溶液 12㎤を中和するのに必要な硫酸の体積を x [㎤]とすると， 

１：２＝x：12  x＝６[㎤] 
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【過去問 35】 

次の問１～問４に答えなさい。 

（大分県 2011年度） 

問１ メンデルは，エンドウのもつ色や形などの形質に着目して，形質が異なる純系の親をかけ合わせ，子の

形質を調べた。さらに，その子を自家受粉させて，孫の形質の現れ方を調べた。 

 表１は，メンデルが行った実験結果の一部である。①～③の問いに答えなさい。 

表１ 

形質 親の形質の組み合わせ 子の形質 孫の形質と個体数 

種子の形 丸×しわ 丸 
丸 

5474 

しわ 

1850 

子葉の色 黄色×緑色 黄色 
黄色 

6022 

緑色 

2001 

花のつき方 葉のつけ根×茎の先端 葉のつけ根 
葉のつけ根 

651 

茎の先端 

207 

草たけ 高い×低い 高い 
高い 

（ Ｘ ） 

低い 

277 

① 種子の形を丸くする遺伝子をＡ，しわにする遺伝子をａとするとき，種子の形が丸い純系の個体の生殖

細胞の遺伝子として適切なものを，ア～オから１つ選び，記号で書きなさい。 

ア Ａ イ ａ ウ ＡＡ エ Ａａ オ ａａ 

② 表１の（ Ｘ ）に当てはまる個体数はおよそいくらと考えられるか。最も適当なものを，ア～オから

１つ選び，記号で書きなさい。なお，草たけについても，表１のほかの形質と同じような規則性をもって

遺伝することがわかっている。 

ア 200 イ 400 ウ 600 エ 800 オ 1000 

③ 子葉の色を現す遺伝子の組み合わせがわからないエンドウの個体Ｙがある。個体Ｙに子葉の色が緑色の

個体から成長したエンドウをかけ合わせたところ，子葉の色が黄色の個体と，緑色の個体がほぼ同数でき

た。個体Ｙの子葉の色を現す遺伝子の組み合わせを，遺伝子の記号で書きなさい。ただし，子葉の色を黄

色にする遺伝子をＢ，緑色にする遺伝子をｂとする。 
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問２ ガラスを通る光の進み方を調べるために，次の実験を行った。①，②の問いに答えなさい。 

１ 15°間隔に点線を引いた台紙の上に，半円形で透明なガラスを置き，光源装置から光を入射したと

きの光の進む道すじを調べた。 

 図１は，このときの入射光と屈折光を，模式的に表したものである。 

２ 半円形ガラスを回転させ，図２のように，光源装置から光を入射したときの光の進む道すじを調べ

た。 

図１ 図２ 

  

① １ で，ガラスから空気へ進む光の入射角と屈折角は何度か，それぞれ求めなさい。 

② 図２のように，空気からガラスへ光を入射したとき，屈折光と反射光の進む道すじを，解答欄に作図し

なさい。 
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問３ 化学電池のしくみを調べるために，次の実験を行った。①，②の問いに答えなさい。 

１ 図３のようにして，うすい塩酸，う

すい硫酸，食塩水，砂糖水，蒸留水に

電流が流れるかどうかを調べた。 

 表２は，１ の結果をまとめたもの

である。 

２ 図４のように，金属板Ａを銅，金属

板Ｂを亜鉛，液体をうすい塩酸にし

て，羽根のついた光電池用モーター 

図３ 

 

表２ 
  

液体 電流  

うすい塩酸 流れた  

うすい硫酸 流れた  

食塩水 流れた  

砂糖水 流れなかった  

蒸留水 流れなかった  

   

 をつないだところ，羽根が回った。この間，銅の表面では

気体が発生し，亜鉛は泡を出して溶けた。 

３ 金属板Ａ，Ｂは銅，亜鉛のままで，液体をかえ，羽根が

回るかどうかを調べた。 

 表３は，２ ，３ の結果をまとめたものである。 

図４ 

 
表３ 表４ 

 金属板Ａ 金属板Ｂ 液体 羽根が回るか  金属板Ａ 金属板Ｂ 液体 羽根が回るか  

 銅 亜鉛 うすい塩酸 回った  銅 銅 うすい塩酸 回らなかった  

 銅 亜鉛 うすい硫酸 回った  亜鉛 亜鉛 うすい塩酸 回らなかった  

 銅 亜鉛 食塩水 回った  アルミニウム アルミニウム うすい塩酸 回らなかった  

 銅 亜鉛 砂糖水 回らなかった  銅 アルミニウム うすい塩酸 回った  

 銅 亜鉛 蒸留水 回らなかった  銀 アルミニウム うすい塩酸 回った  

           

① 次の文は，２の結果をまとめたものである。文中のａ～ｄの（  ）に当てはまる語句として適切なも

のを，それぞれア，イから１つずつ選び，記号で書きなさい。 

亜鉛板がａ（ア 陽イオン  イ 陰イオン）になって溶けるときにｂ（ア 陽子  イ 電子）を放

出する。銅の表面では，うすい塩酸中のｃ（ア 水素イオン  イ 塩化物イオン）が，ｄ（ア 陽子  

イ 電子）を受け取り，気体になる。この化学変化によって，化学エネルギーが電気エネルギーにかわる。 

② 表２～表４からいえる化学電池になるためのー般的な条件を，次のａ，ｂについて，それぞれ簡潔に書

きなさい。 

ａ 用いる液体について 

ｂ 用いる金属板の組み合わせについて 
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問４ 火山灰に含まれる結晶の粒を調べるために，次の観察を行った。①，②の問いに答えなさい。 

１ 図５のように，火山灰を蒸発皿にとり，水を加えて親指の腹でよくこす

り，にごった水を捨てた。水のにごりがなくなるまでこの操作を何回も繰り

返した。 

２ 蒸発皿に残った粒をペトリ皿にとり，双眼実体顕微鏡で観察したところ，

ほとんどがチョウ石やセキエイで，少量のクロウンモが含まれていた。 

図５ 

 

① ２ で観察されたチョウ石やセキエイ，クロウンモなどの結晶の粒を何というか，書きなさい。 

② 次の文は，この火山灰をふき出した噴火のようすを，まとめたものである。文中のａ～ｃの（  ）に

当てはまる語句として適切なものを，それぞれア，イから１つずつ選び，記号で書きなさい。 

この火山灰には，ａ（ア 白っぽい色  イ 黒っぽい色）の結晶の粒が多いので，マグマのねばりけ

がｂ（ア 強く  イ 弱く），噴火のようすはｃ（ア おだやかに溶岩を流し出す噴火   

イ はげしい爆発をともなう噴火）であったと考えられる。 

 

問１ 

①   

②   

③   

問２ 

① 
入射角   度 

屈折角   度 

② 

  

問３ 

① 
ａ  ｂ  

ｃ  ｄ  

② 

ａ  

ｂ  

問４ 
①   

② ａ  ｂ  ｃ  

 



12 化学変化とイオン(中３) 水溶液とイオン・電池・酸 アルカリ 2011 年度 

85 

問１ 

① ア 

② エ 

③ Ｂｂ 

問２ 

① 
入射角 30 度 

屈折角 45  度 

② 

 

問３ 

① 
ａ ア ｂ イ 

ｃ ア ｄ イ 

② 

ａ 電流が流れる液体(電解質の水溶液)であること。 

ｂ ２種類の金属板の組み合わせであること。 

問４ 
① 鉱物 

② ａ ア ｂ ア ｃ イ 

 

問１ ②純系の親をかけ合わせた場合，孫では優性と劣性が３：１の割合で出現する。277×３＝831[個] 

 ③緑色は子で現れないため劣性であり，染色体はｂｂである。かけあわせたときに，黄色と緑色が生じること

から，個体ＹはＢとｂの染色体をもつことがわかる。 

問３ ①亜鉛がイオンになると亜鉛イオン(Ｚｎ２＋)となり，電子を失うが，この電子は塩酸の水素イオンに渡される。 

問４ チョウ石やセキエイは，無色(白色)鉱物である。無色(白色)鉱物を多く含むマグマは，ねばりけが強いため，

爆発的なはげしい噴火をする。 
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【過去問 36】 

敏夫君は，水溶液とイオンに関する次の実験Ⅰ～Ⅲを行い，結果を表にまとめた。後の問１～問５に答えな

さい。 

（宮崎県 2011年度） 

〔実験Ⅰ〕 

① 図Ⅰのように，電気分解装置にうすい塩酸を入れた。 

② ①の装置に，しばらくの間電流を通して，電極付近のようすを調

べた。 

図Ⅰ 

 

〔実験Ⅱ〕 

① 図Ⅱのように装置を組み，ビーカーに塩化銅水溶液を入れた。 

② ①の装置に，しばらくの間電流を通して，炭素棒の電極付近のよ

うすを調べた。 

〔実験Ⅲ〕 図Ⅱ 

 
① ろ紙を硝酸カリウム水溶液でぬらし，図Ⅲのように，スライドガ

ラスにのせて，両端を目玉クリップではさんだ。 

② 図Ⅳのように装置を組み，①のろ紙の中央に塩化銅水溶液を１滴

つけて，20Ｖの電圧を加え，塩化銅水溶液の青色のしみの形がどう

変化するか調べた。 

 

図Ⅲ 図Ⅳ 

  

表 

実験Ⅰ 

陰 極 陽 極 

・陽極側よりも多くの気体がたまった。 

・プールの消毒薬のようなにおいのある気

体が少したまった。 

・液体がうすい黄緑色になった。 

実験Ⅱ 

陰 極 陽 極 

・電極に赤かっ色の固体が付着した。 
・電極付近から，プールの消毒薬のようなに

おいのある気体が発生した。 

・ビーカーの中の塩化銅水溶液の青色がうすくなった。 

実験Ⅲ ・青色のしみが陰極のほうへ移動した。 
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問１ 塩酸は，水に何という物質がとけたものか。物質名を答えなさい。 

問２ 敏夫君は，実験Ⅰ，Ⅱの結果から，陽極付近では同じ種類の気体が発生したと予想し，それぞれ確かめ

たところ，その予想が正しいことがわかった。敏夫君が，実験Ⅰの陽極側のゴム栓をとって確かめた操作

はどれか。次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。 

ア マッチの火を近づけた。 

イ 火のついた線香を入れた。 

ウ 上部の液をこまごめピペットでとり，石灰水に加えた。 

エ 上部の液をこまごめピペットでとり，赤インキで着色した水に加えた。 

問３ 実験Ⅰ，Ⅱの陽極付近で発生した気体の性質のうち，実験Ⅰ，Ⅱの結果からは判断できないものはどれ

か。次のア～エから２つ選び，記号で答えなさい。 

ア 刺激臭がある。 

イ 水にとけやすい。 

ウ 空気より重い。 

エ 水溶液は酸性である。 

問４ 次の文は，敏夫君が，実験Ⅰ～Ⅲの結果と調べたことをもとにまとめたものの一部である。 ア  ， 

 イ  に適切な言葉を入れなさい。また，①，②の（  ）内の正しい方をそれぞれ選び，記号で答えな

さい。 

〔まとめ〕（一部） 

実験Ⅰ，Ⅱの結果から，塩酸や塩化銅水溶液に電流を通すと，それぞれの陰極と陽極に決まった物質がで

きる。これは，電解質の水溶液中にはイオンがあるからである。 

実験Ⅲの結果から，塩化銅水溶液中の銅原子は   ア   を帯びていると判断できる。もとの銅原子

は，電子を２個①（ａ 受けとって  ｂ 失って），②（ｃ 陽  ｄ 陰）イオンになっている。 

実験Ⅱで塩化銅水溶液の色がうすくなったのは，  イ   が減少したためである。 

問５ 塩化銅が水にとけて，陽イオンと陰イオンに分かれているようすを表しているモデルはどれか。次のア

～エから１つ選び，記号で答えなさい。ただし，モデルの●は陽イオン，○は陰イオンとする。 
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問１  

問２  

問３   

問４ 

ア   

イ   

①   

②   

問５  

 

問１ 塩化水素 

問２ エ 

問３ ウ エ 

問４ 

ア 例  ＋の電気 

イ 例  銅イオン 

① ｂ 

② ｃ 

問５ ア 

 

問２ 実験Ⅰは，塩酸の電気分解で，陽極に塩素，陰極に水素が発生する。実験Ⅱは塩化銅水溶液の電気分解で，

陽極に塩素が発生し，陰極に銅が付着する。塩素は漂白作用をもつ。 

問３ ア：図Ⅰの装置でにおいの確認は難しいが，図Ⅱの装置ではにおいが確認ができる。イ：図Ⅱの装置では，

生じた気体の体積の確認は難しいが，図Ⅰの装置では，生じた気体の体積を確認することができる。塩酸の電気

分解２ＨＣｌ→Ｈ２＋Ｃｌ２ より，水素と塩素は同じ体積生じるはずであるが，装置内にたまった塩素の体積が

水素の体積よりも少ないことから，塩素が水にとけたことが確認できる。ウ，エ：この実験からだけでは確認で

きない。 

問４ 銅原子（Ｃｕ）は，電子を２個失うことで，銅イオン（Ｃｕ２＋）になる。 

問５ ＣｕＣｌ２→Ｃｕ２＋＋２Ｃｌ－ 
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【過去問 37】 

次の問１，問２に答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2011年度） 

問１ 学校の近くの野原で見つけたオオカマキリのようすを１年間観察し，スケッチブックに記録した。表

は，観察をした月日と時間，天気，気温をまとめたものである。 

１ Ａ～Ｄは，オオカマキリとその卵のスケッチ

である。Ａ～Ｄを春・夏・秋・冬の順に並べか

えよ。 

 

表     

 春 夏 秋 冬 

月日 4月18日 7月12日 9月26日 1月16日 

時間 午前10時 午前10時 午前10時 午前10時 

天気 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 

気温 17℃ 29℃ 16℃ 8℃ 

 

２ オオカマキリの雌
めす

は，一生の間に数百個の卵をうむ。なぜ，たくさんの卵

をうむのか。その理由を書け。 

３ 観察記録の気温は，図の装置で測定した。図の装置の名称は何か。 

４ 気温を正しく測定するために，図の装置は，３つの測定条件を満たすよう

に作られ，普通はしばふの上に設置されている。その条件のうち２つは，「地

面から 1.2ｍ～1.5ｍの高さではかる」，「風通しのよい場所ではかる」であ

る。もう１つの条件は何か。 

図 

 

問２ 図１のように，うすい塩酸の中に銅板と亜鉛板

を入れて電池をつくり，10Ωの抵抗，電圧計，スイ

ッチを接続した。 

１ 塩酸は，塩化水素の水溶液である。塩化水素の

ように，水にとかしたとき陽イオンと陰イオンに

分かれる物質を何というか。 

２ スイッチを入れると，電圧計の針は 0.30Ｖを示

した。抵抗に流れている電流は何ｍＡか。 

図１ 
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３ 抵抗に流れている電流の強さを確かめるために，スイッチと

抵抗の間に電流計を接続したい。スイッチ側に接続するのに適し

た端子を，図２のア～エから選べ。 

４ 亜鉛板の表面では，次のような化学変化が起こっている。 

図２ 

 

Ｚｎ → Ｚｎ２＋ ＋ 
○－ 

○－ 

この化学変化にならって，銅板の表面で起こっている化学変

化をかけ。ただし，○－は電子を表している。 

 

問１ 

１  →    →    → 

２  

３   

４  

問２ 

１   

２   ㎃ 

３    

４    

 

問１ 

１ Ｃ → Ａ → Ｄ → Ｂ 

２ 
卵や幼虫のとき他の生物に食べられるなど，親になるまで生き残る個

体が少ないから。 

３ 百葉箱 

４ 温度計に，直接日光が当たらないようにしてはかる。 

問２ 

１ 電解質 

２ 30 ㎃ 

３ エ 

４ ２Ｈ＋ ＋ 
○－ 

○－ 
→ Ｈ２ 

 

問１ １ 春に卵からかえった幼虫は，夏に活躍し，秋に卵をうみ，冬には死んでしまう。 

 ２ 食う食われるの関係から，食われるものほど数が多い。 

 ３・４ 百葉箱は，直射日光を防いだり，風通しをよくしたりする工夫がされている。 

問２ １ 電離する物質を電解質，電離しない物質を非電解質という。 

 ２ 電流＝電圧÷抵抗 より，0.30[Ｖ]÷10[Ω]＝0.03[Ａ]となる。0.03Ａ＝30ｍＡ 

 ３ 銅板が＋極，亜鉛板が－極になるので，スイッチ側は＋極となる。 

 ４ 亜鉛板から放出された電子が，銅板へ運ばれ，銅板へ移動してきた水素イオンがその電子を受け取る。 
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【過去問 38】 

由紀子さんは，お土産にドラゴンフルーツという果物をもらっ

た。もともとはメキシコなどの中南米が原産だが，このごろは沖縄で

も栽培され，店に出回るようになった。白い果肉と赤い果肉のものが

あるそうだが，切ってみると，鮮やかな赤紫の果汁がにじみ出てきた。

最近，理科の授業でムラサキキャベツを使って酸，アルカリの実験を

した由紀子さんは，この果汁を使って同じような実験ができないかと

考え，この赤紫の果汁を赤色リトマス紙と青色リトマス紙に少量つけ

たところ，両方ともリトマス紙の色は変化しなかった。さらに，この

ドラゴンフルーツを使って以下の手順で実験を行って結果を得た。次

の問いに答えなさい。 

（沖縄県 2011年度） 

 

 

〈色水の準備〉 

ドラゴンフルーツを２つに切り，果肉をくりぬいてビーカーに入れる。次に水を加えて果肉をつぶし，器具Ｄ

を用いてろ過すると，赤紫色の色水ができた。 

 この色水を試験管３本に３㎤ずつそそぎ，それぞれ試験管Ａ，Ｂ，Ｃとした。 

実験１ 赤色リトマス紙に水酸化ナトリウム水溶

液をガラス棒で少量つけて色の変化を観察

した。 

実験２ 試験管Ａには水酸化ナトリウム水溶液

を，試験管Ｂには石灰水を，試験管Ｃには

水を，それぞれこまごめピペットで 10 滴

ずつ加え，色の変化を観察した。 

実験３ 実験２の試験管ＡとＢにうすい塩酸

を，それぞれこまごめピペットで 10 滴ず

つ加えてよくふり混ぜ，色の変化を観察し

た。 

 

結果 

実験１：赤色リトマス紙は青色に変化した。 

実験２：右の表のようになった。ただし，試験管Ａ，Ｂでは溶

液を加えると，最初はだいだい色に変化し，10滴加え

終えたときには黄色に変化していた。 

 試験管Ａ 試験管Ｂ 試験管Ｃ 

実験２ 黄 黄 赤紫 

実験３ だいだい 赤紫 赤紫 

    

実験３：右上の表のようになった。 

問１ 文中下線部の器具Ｄの名称をひらがな３文字で答えなさい。 
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問２ 次の文の空欄①～③にあてはまる最も適当な語句を答えなさい。 

「実験１の結果から，水酸化ナトリウム水溶液の性質は（ ① ）性ということがわかる。よって，実験

２の結果から，ドラゴンフルーツの色水は（①）性になると（ ② ）色や（ ③ ）色になる性質がある

ことがわかる。」 

問３ 実験３で試験管Ａに起こった化学変化を何というか。最も適当な語句を漢字で答えなさい。 

問４ 実験３の結果から，今回の実験で用いた水酸化ナトリウム水溶

液と石灰水について次のようにまとめた。空欄①と②にあてはまる

語句の組み合わせとして最も適当なものを，次のア～エから１つ選

んで記号で答えなさい。 

「今回の実験で用いた水酸化ナトリウム水溶液は，石灰水より

（ ① ）い（ ② ）性である。」 

   

 ① ② 

ア 強 酸 

イ 強 アルカリ 

ウ 弱 酸 

エ 弱 アルカリ 

   

問５ 試験管Ｃを準備した理由は何か。次のア～エから最も適当なものを１つ選んで記号で答えなさい。 

ア 水の性質を調べるため。 イ 実験が失敗したときの予備のため。 

ウ 色の変化をはっきり判別するため。 エ 薬品を加えすぎたときに薄めるため。 

問６ この実験でのドラゴンフルーツの色水と同じ目的で用いられるものを，次のア～オから１つ選んで記号

で答えなさい。 

ア エタノール イ 塩化銅水溶液 ウ 塩化ナトリウム水溶液 

エ フェノールフタレイン溶液 オ ヨウ素液 

問７ 次の文の空欄①，②にあてはまる最も適当な語句を答えなさい。 

「水酸化ナトリウムと塩酸は化学式で書くとそれぞれＮａＯＨ，ＨＣｌであり，水にとけると， 

   ＮａＯＨ → Ｎａ＋ ＋ ＯＨ－ ＨＣｌ → Ｈ＋ ＋ Ｃｌ－ 

のように＋の電気を帯びた粒子と－の電気を帯びた粒子に分かれる。Ｎａ＋やＨ＋のように＋の電気を帯

びた粒子を（ ① ）という。また，水にとけて＋と－の電気をもつた粒子に分かれることを（ ② ）

という。（②）する物質を電解質という。つまりＮａＯＨやＨＣｌも電解質である。酸とアルカリの反応

はこれらの電気を帯びた粒子と大きなかかわりがある。」 

 

問１   

問２ 
①   

②  ③  

問３   

問４   

問５   

問６   

問７ 
①  

②  
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問１ ろうと 

問２ 
① アルカリ 

② だいだい ③ 黄 

問３ 中和 

問４ イ 

問５ ウ 

問６ エ 

問７ 
① 陽イオン 

② 電離 

 

問４ 石灰水は塩酸 10 滴で赤紫色（中性）になったが，水酸化ナトリウム水溶液は塩酸 10 滴を加えてもだいだ

い色（アルカリ性）なので，水酸化ナトリウム水溶液のほうがアルカリ性が強い。 

 

 


